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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 サンプル統合アプリ ケーシ ョ ンについて説明します。 この
サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 サプライチェーン  ハブをデプロイ して、 ビジ
ネス  パートナを接続し、 複数のビジネス  プロセスを自動化し、 バッ クエン ドの
エンタープラ イズ情報システムを統合します。 このマニュアルでは、 サンプル 
アプ リケーシ ョ ンの設定および実行方法と、 WebLogic Integration を使用して統
合ソ リ ューシ ョ ンを構築および開発する方法について学習します。

このマニュアルは、WebLogic Integration の概要、および WebLogic Integration の
機能を統合ソ リ ューシ ョ ンの設計、 開発、 デプロイ メン トのさ まざまな段階でど
のよ うに使用するかについて説明した 4 冊のマニュアル シ リーズの 1 つです。
まずこれらのマニュアルで WebLogic Integration の機能を包括的に理解して くだ
さい。 他の 3 冊のマニュアルの内容は、 以下の通りです。

� 『WebLogic Integration 入門』 － WebLogic Integration の概要について説明し
たマニュアルです。 このマニュアルでは、 異種のフラグ メン ト化されたビジ
ネス  システムが集まっている今日の E ビジネスが直面している統合問題に
ついて概説します。 次に、 WebLogic Integration が E ビジネスの統合問題を
解決するために提供する  Application Integration、 B2B Integration、 Business 
Process Management、 および Data Integration の各機能について説明します。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計』 － WebLogic Integration ソ
リ ューシ ョ ンの設計および構築方法について説明したマニュアルです。 この
マニュアルでは、 推奨されるベス ト  プラ クテ ィ スに従った優れた設計原理に
ついて学習します。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 －統合ソ リ ュー
シ ョ ンを開発からプロダクシ ョ ン環境に移行する方法について説明したマ
ニュアルです。 このマニュアルでは、 統合アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン、 スケーリ ング、 移植、 およびパフォーマンス  チューニングにつ
いて学習します。

これらのマニュアルの内容を理解したら、 WebLogic Integration の機能に関する
詳細マニュアルに進んでください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。
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� 第 1 章 「はじめに」 では、 ビジネス上の問題と、 それに対して WebLogic 
Integration がどのよ うに対応するかについて説明します。

� 第 2 章 「サンプルの設定と実行」 では、 サンプル実装を設定および実行する

方法について説明します。

� 第 3 章 「サンプルについて」 では、 サンプルの機能、 つま り、 WebLogic 
Integration コンポーネン ト を協調して動作させてエンタープラ イズ統合の問
題を解決する方法について説明します。 この章は、 サンプルを使用してビジ
ネス  パートナを定義および管理し、 複数のビジネス  プロセスを自動化し、
バッ クエン ドのエンタープライズ情報システムを統合する方法についての
チュート リ アルです。

� 付録 A 「DTD」 では、 サンプル実装で使用されている文書型定義 （DTD） を
示します。

対象読者

このマニュアルは、 次のユーザを対象と しています。

� ビジネス アナリ ス ト－統合ソ リ ューシ ョ ンの目標を定義し、 これらの目標を
達成するためにテクニカル アナリ ス ト と共同で作業します。 ビジネス  アナ
リ ス トは、 ビジネスおよび経済のエキスパートであ り、 企業の経営方法に精
通しています。 ビジネス  アナリ ス トは、 社内の情報技術の資産を活用して競
争で優位に立つための技術をデプロイするこ とによ り、 既存のビジネス  プロ
セスを改善します。

� テクニカル アナリ ス ト－ Application Integration、 Business Process 
Management、 B2B Integration、 および Data Integration を含む WebLogic 
Integration ソ リ ューシ ョ ンの評価、 デプロイ メン ト、 および管理を担当しま
す。 テクニカル アナリ ス トは通常、 システム全体に関するエン ド  ツー エン
ドの知識を持ち、 統合ソ リ ューシ ョ ンの目標を満たすためにビジネス  アナリ
ス ト と共同で作業します。

� ソフ ト ウェア エンジニア－ WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの実装を担
当します。 ソフ ト ウェア エンジニアは、 統合ソ リ ューシ ョ ンを操作するため
の基盤となるコードに精通し、 すべてのソフ ト ウェア コンポーネン ト が リ ン
ク してソ リ ューシ ョ ンが正常に作動するよ うに確認し、 スケーリ ング、 移
viii WebLogic Integration チュート リアル



植、 パフォーマンス  チューニングなどのソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンに
関する問題に対応します。

このマニュアルは主に、 エンタープライズ統合の課題に対応したソ リ ュー
シ ョ ンを構築するアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 WebLogic 
Integration プラ ッ ト フォームおよび Java プログラ ミ ングに読者が精通してい
るこ とを前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して くださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ トで入手できま
す。 PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分）

を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メン ト のホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する
マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
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関連情報

以下の WebLogic Integration のマニュアルには、 このマニュアルの内容を補足す
る情報、 および WebLogic Integration アプ リケーシ ョ ンを開発およびデプロイす
る方法について理解するための情報が含まれています。

� WebLogic Integration 入門

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計

WebLogic Integration の全マニュアルについては、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html を参照して ください。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メン ト に関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 ご使用の製品ドキュ メン ト のバージ ョ ンをお書き
添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号
x WebLogic Integration チュート リアル



� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )
WebLogic Integration チュート リアル xi



斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 はじめに

この章では、 WebLogic Integration サンプルの背景となっているビジネス上の問
題例について説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

� サンプルの範囲

� シナリオの背景

� 統合ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ

サンプルの範囲

BEA WebLogic Integration™ は、 企業向けにアプリ ケーシ ョ ン  サーバ、 アプ リ
ケーシ ョ ンの統合、 ビジネス  プロセス  モデル、 および企業間 （B2B） 統合機能
を提供する単一のプラ ッ ト フォームです。

WebLogic Integration サンプルでは、 WebLogic Integration プラ ッ ト フォームを使
用して、 新しいアプリ ケーシ ョ ンの開発、 既存のシステムとの統合、 複雑なビジ

ネス  プロセスの効率化、 およびビジネス  パートナとの連携を実現する方法を示
します。 子のマニュアルで示したサンプル コードは、 WebLogic Platform インス
トール ディ レ ク ト リの WL_HOME\samples\integration\samples\wlis にあ り
ます。

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リです。

サンプル実装では、 サプライ  チェーンの自動化および統合とい う課題の一部を
扱っているだけですが、 柔軟な  WebLogic Integration プラ ッ ト フォームを使用し
て要件に応じてソ リ ューシ ョ ンを開発し、 社内業務とバ リ ュー チェーン全体を
効率化する方法を示しています。
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1 はじめに
注意 : このマニュアルで説明する WebLogic Integration サンプルは、 WebLogic 
Integration の本リ リースから非推奨になった XOCP ビジネス  プロ ト コル
に基づいています。 XOCP の代替機能に関する詳細については、 『BEA 
WebLogic Integration リ リース ノート 』 を参照して ください。

シナリオの背景

General Control Systems (GCS) はイ リ ノ イ州を拠点と したある大企業の一部門
で、 工場およびオフ ィ ス  ビル向けの各種制御システムを製造しています。

EnergyMiser 76 の歴史

1970 年代の石油危機以降、 GCS では、 電力消費量を抑制するための監視および
制御システムである  EnergyMiser 76 を製造してきました。 これらのエネルギー
制御システムを 3 社に OEM 供給しています。 GCS では、 EnergyMiser 76 用の金
属ボッ クスをシカゴにある中規模企業の Midwest Metals から調達しています。
Midwest Metals は、 シルクスク リーン  ボッ クスを 25 年に渡って独占的に供給し
てきました。

GCS の付加価値再販業者 （VAR） はすべて、 EDI システムを使用してサプライ  
チェーンを自動化しています。 GCS では、 15 年間、 EDI をサプライ  チェーンと
デマンド  チェーンの両方で使用して、 VAR からの発注を処理し、 Midwest 
Metals からの調達を自動処理してきました。 シルクスク リーン  ボッ クスの在庫
は、 GCS および Midwest Metals の EDI システムにリ ンク した自動補充システム
によって管理されています。 EnergyMiser 76 モデルの需要が安定していて、 在庫
計画を簡単に立てられたので、 サプラ イチェーン  メ カニズムは順調に機能して
きました。

最近になって、 GCS の親会社では、 企業間 （B2B） インフラス ト ラ クチャ と し
て BEA WebLogic Platform の導入に着手しました。 GCS では、 従来のシステム
が機能している上に、 サプライヤから も顧客から も  XML ベースの B2B ト ラン
ザクシ ョ ンの要望がなかったので、 このシステムに移行するこ とに納得できませ

んでした。
1-2 WebLogic Integration チュート リアル



統合ソリ ューショ ンのデプロイ
製品需要の増加

第 3 四半期に入って、 VAR から  EnergyMiser 76 の発注がかつてないほど急増し
ました。 自動補充システムは処理を開始し、 いつもよ り多い数量のシルクスク

リーン ボッ クスの自動 EDI 850 メ ッセージ （購入注文） を Midwest Metals に送
信しました。 Midwest Metals の社長は GCS の調達部門に電話をかけて、 工場の
生産能力が追いつかないので指定納期に注文数量をすべて納品するこ とはできな

いと伝えました。

さ らに、 工場の生産能力の拡大には、 長期に渡ってそれに見合った発注を見込め

ない限 り、 応じ られないこ と も説明しました。 GCS のマネージャは、 カ リ フォ
ルニアの顧客から注文が相次いだために需要が急増したこ とを説明しました。 し

かし、 カ リ フォルニアのエネルギー状況の見通しがはっき り しないので、 現在の

注文レベルが長期的な需要増を示しているのか一時的な増加にすぎないのかはわ

かり ません。

状況を理解する と、 調達マネージャは Midwest Metals が供給できる最大量を買
い付ける と と もに、 別の調達先を探し始めました。 そのマネージャは会社が 
B2B 統合インフラス ト ラ クチャの改良を決定したこ と を思い出し、 IT 部に連絡
して、 現在の危機的状況を打開する短期的な計画と、 サプライ  チェーンで管理
レベルを上げて現状を一目で把握できるよ うにして、 在庫不足などの不測の事態

を避けるための長期的な計画について話し合いました。 マネージャはこの状況

を、 GCS の従来のシステムが現在の自動化されたダイナ ミ ッ クな市場に対応し
きれな くなっているこ とを示すものである と考えるよ うにな り ました。

統合ソリューショ ンのデプロイ

このバ リ ュー チェーンでは、 GCS がチャネル マスタです。 市場での効率性を高
め、 競争で優位に立つために、 GCS は BEA WebLogic Integration を使用してサ
プライチェーンのハブをデプロイ しました。

サンプル アプリ ケーシ ョ ンは、 ビジネス  パートナを結ぶサプライチェーンのハ
ブであ り、 多くのビジネス プロセスを自動化し、 バッ クエンドのエンタープラ
イズ情報システムを統合します。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 GCS デ
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1 はじめに
マンド  チェーンや GCS と  VAR との統合については扱いません。 EDI 統合アプ
リ ケーシ ョ ンのサンプルについては、『WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ
ド』 の 「EDI のサンプル」 を参照して ください。

短期的な利点と長期的な利点

ハブをデプロイする と、 短期的な利点と長期的な利点を得られます。 ハブによ

り、 Midwest Metals 以外で認可済みベンダ リ ス ト （AVL） に入っているパート
ナからの供給品の調達を促進するこ とで、 現在の供給不足を解決し、 今後のビジ

ネスに備えてサプライ  チェーンを効率化するシステムを確立できます。

GCS では、 サブライチェーン  ハブをデプロイするこ とで、 いくつかの処理を自
動化できます。 同じサンプル アプリ ケーシ ョ ンを使用して、 GCS では選択した
ビジネス パートナと会話できます。 ビジネス  パートナ間のト ランザクシ ョ ンは、
次の一連のイベン ト にま とめられます。

1. 価格と在庫の照会が GCS から認可済みの二次サプライヤに送られます。

2. GCS では、 サプライヤからの応答を取り ま とめて発注マネージャに示し、 サ
プライヤを選択します。

3. 選択したサプラ イヤに発注書が発行されます。

4. 発注書は、 社内の ERP システムに自動的に入力されます。

5. 選択されたサプライヤは、 発注確認書を  GCS に返します。

6. 発注書のレコードは、 発注確認書の情報 （サプラ イヤの受注番号など） で自

動的に更新されます。
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統合ソリ ューショ ンのデプロイ
次の図は、 GCS のハブとサプライヤがやり取 りする価格と在庫の照会の処理フ
ローを示しています。

図 1-1   サンプル アプリケーションの処理フロー
WebLogic Integration チュート リアル 1-5



1 はじめに
ソリューションのアーキテクチャ

WebLogic Integration サンプルは、 ハブ、 バイヤ、 ト レーディング パートナであ
る  2 つのサプラ イヤからなる  4 つのエンティテ ィ をデプロイしてソ リ ューシ ョ ン
を実装しています。 プロダクシ ョ ン環境では、 各エンティテ ィは別々の 
WebLogic Integration サーバ上で動作できます。 ただし、 サンプルの実行手順を
簡略化するために、 このシナリオでは、 1 つの WebLogic Integration サーバが 4 
つのエンティテ ィすべてのホス ト とな り ます。 次の図は、 この実装を示していま

す。

図 1-2   WebLogic Integration サンプルの実装アーキテクチャ

サンプルを構成し、 ビジネス  エンテ ィテ ィによって実行される機能について次
の表で説明します。

表 1-1  ビジネス エンティティによって実行されるサンプルの機能

ビジネス

エンティテ ィ

機能

WLIS_Hub バイヤとサプラ イヤ間の通信をルーティングして、 企業

間統合を実現する。
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統合ソリ ューショ ンのデプロイ
WLIS_Buyer � ワークフロー テンプレート を使用して、 サプラ イヤ

および内部機能 （バッ クエンド  データベースの更新）
間のビジネス  プロセスを調整する。

� アプ リケーシ ョ ン  ビューを使用して、 バイヤのデー
タベース  システムへの接続を提供する。

� HTML および JSP ページを使用して、 データ表現と

ユーザ インタフェースを処理する。

WLIS_SupplierOne � ワークフロー テンプレート を使用して、 バイヤから

の要求に対応して内部プログラム （データ  ト ランス
フォーメーシ ョ ンや永続性など） を起動する。

� アプ リケーシ ョ ン間の情報交換を容易にするため、

データを変換する。

WLIS_SupplierTwo � ワークフロー テンプレート を使用して、 バイヤから

の要求に対応して内部プログラム （データ  ト ランス
フォーメーシ ョ ンや永続性など） を起動する。

� アプ リケーシ ョ ン間の情報交換を容易にするため、

データを変換する。

表 1-1  ビジネス エンティテ ィによって実行されるサンプルの機能

ビジネス

エンティティ

機能
WebLogic Integration チュート リアル 1-7



1 はじめに
1-8 WebLogic Integration チュート リアル



2 サンプルの設定と実行

この章では、 環境を設定し、 WebLogic Integration サンプル アプリ ケーシ ョ ンを
実行するステップについて説明します。 それぞれのステップは以下の節に分かれ
ています。

� サンプルの実行前の作業

� サンプルの実行

このサンプルのアーキテクチャの詳細については、 1-6 ページの 「ソ リ ューシ ョ

ンのアーキテクチャ」 を参照して ください。 サンプル アプリ ケーシ ョ ンの処理
の概要については、 図 1-1 の 「サンプル アプリ ケーシ ョ ンの処理フロー」 を参
照して ください。

サンプルの実行前の作業

サンプルを実行する前に、 次のステップを実行します。

1. [WebLogic Integration Full Installation with Samples] オプシ ョ ンを指定して、
WebLogic Integration をインス トールします。 インス トール手順については、
『Installing BEA WebLogic Integration』 を参照して ください。

WebLogic Integration サンプルは SAMPLES_HOME\integration\samples\wlis 
ディ レ ク ト リにインス トールされています。 SAMPLES_HOME は WebLogic 
Platform のサンプル ディ レ ク ト リ を示します。

2. ローカルの WebLogic Server に接続できるよ うに、 ブラウザのプロキシ設定
を確認します。 詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止および
カスタマイズ』 の 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の
「Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。
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2 サンプルの設定と実行
注意 : サンプルでは、 WebLogic Integration をインス トールする と きに指定した
データベースを使用します。 他のデータベースを使用する場合は、
[WebLogic Integration Database Configuration] ウ ィザードを実行します。
このウ ィザードの実行手順については、 『WebLogic Integration の起動、
停止およびカスタマイズ』 の 「データベース  コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードの使い方」 を参照して ください。

サンプルの実行

注意 : このサンプルは、 WebLogic Integration の各インスタンスにつき一度に  1 
ユーザだけが実行できます。

WebLogic Integration サンプルを実行するには、 次の 8 つのステップをすべて実
行します。

� ステップ 1: 起動用 Web ページをコンフ ィ グレーシ ョ ンして呼び出す

� ステップ 2: WebLogic Integration サンプルを選択する

� ステップ 3: サンプルを起動する

� ステップ 4: QPA 要求を送信する

� ステップ 5: QPA 要求を確認する

� ステップ 6: 発注書を作成する

� ステップ 7: 発注書を確認する

� ステップ 8: 発注確認書を確認する
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サンプルの実行
ステップ 1: 起動用 Web ページをコンフ ィグレー
ションして呼び出す

WebLogic Platform のインス トール ディ レク ト リの 
SAMPLES_HOME\integration\samples\bin ディ レク ト リには、 WebLogic 
Integration 製品のすべてのサンプルをコンフ ィグレーシ ョ ンおよび実行するため
のスク リプ トが入っています （SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル 
ディ レ ク ト リ を示す )。

スクリプトについて

RunSamples スク リプ トは、起動用 Web ページが表示されるまで、 適切な順序で
他のスク リプ ト を起動する ド ライバ スク リプ ト です。 起動用 Web ページには、
複数の WebLogic Integration サンプルおよびコンソールを起動するためのリ ンク
が含まれています。 RunSamples スク リプ ト の詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の 「サンプル ド
メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ン と起動」 を参照して ください。

このステップ （起動用 Web ページをコンフ ィ グレーシ ョ ンして呼び出す） は、 2 
つのサブステップに分けて説明します。 この 2 つのサブステップでは、 起動用 
Web ページをコンフ ィグレーシ ョ ンして呼び出すための別のステップを説明し
ます。

� ステップ 1A : RunSamples スク リプ ト を起動する

� ステップ 1B : Start Server および Launcher スク リプ ト を起動する

サンプル ド メ インでサンプルを初めて実行する場合は、 ステップ 1A で説明する
よ うに、 RunSamples スク リプ ト を実行しなければな り ません。 RunSamples ス
ク リプ トはサンプル データベースをコンフ ィグレーシ ョ ンするだけでな く、 サ
ンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動します。

一度 RunSamples スク リプ ト を実行し、 データベースを正し く コンフ ィグレー
シ ョ ンしたら、 次にサンプル ド メ インを起動する と きには、 RunSamples スク リ
プ ト をも う一度実行する と、 サンプルを選択して起動できるよ うにな り ます。 ス
テップ 1A を参照して ください。
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2 サンプルの設定と実行
注意 : サンプル データベースをコンフ ィ グレーシ ョ ンした後に RunSamples コ
マンドを実行する と、 次のメ ッセージが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been created 
and populated, possibly from a previous run of this 
RunSamples script. Do you want to destroy all the current data 
in the repository and create and populate the WebLogic 
Integration repository again?    
Y for Yes, N for No

N を入力する と、 データベースのコンフ ィグレーシ ョ ン  タスクが省略さ
れます。 コマンドは、 サンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動
し、 [Samples Launcher] ページを Web ブラウザに表示します。

ステップ 1B で説明するよ うに、 Start Server および Launcher スク リプ ト を使用
するこ と もできます。

ステップ 1A : RunSamples スクリプトを起動する

注意 : RunSamples スク リプ ト を一度も起動していない場合、 またはサンプル
で操作するデータベースを変更した場合、 このステップで説明するタス
クを実行する必要があ り ます。

次の節では、 Windows および UNIX システム上で RunSamples スク リプ ト を実
行するステップを示します。

Windows 上での RunSamples スクリプトの実行

Windows システム上で RunSamples スク リプ ト を実行するには、 次のいずれか
を実行します。

� メニューから  RunSamples スク リプ ト を実行する場合

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)] を選択します。

� コマンド  ラインから  RunSamples スク リプ ト を実行する場合

a. コマンド  ウ ィ ン ドウを開きます。
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サンプルの実行
b. setenv スク リプ ト を実行して WebLogic Integration 環境変数を設定しま
す。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レ ク ト
リ を表します。

c. サンプル ド メ インの \bin ディ レク ト リに移動します。 たとえば、

cd SAMPLES_HOME\integration\samples\bin

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト
リです。

d. 次のよ うに入力して、 RunSamples スク リプ ト を実行します。

RunSamples

RunSamples スク リプ トの実行が終了したら、サンプルに付属の起動用 Web ペー
ジが Web ブラウザに表示されます。

UNIX 上での RunSamples スクリプ トの実行

UNIX システム上で RunSamples スク リプ ト を実行するには、 次のステップを実
行します。

1. setenv スク リプ ト を実行して WebLogic Integration 環境変数を設定します。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レ ク ト
リ を表します。

2. サンプル ド メ インの bin ディ レ ク ト リに移動します。 たとえば、

cd SAPLES_HOME/integration/samples/bin

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リで
す。

3. 次のよ うに入力して、 RunSamples スク リプ ト を実行します。

. ./RunSamples

RunSamples スク リプ トの実行が終了したら、 サンプルに付属の起動用 Web 
ページが Web ブラウザに表示されます。
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ステップ 1B : Start Server および Launcher スクリプトを起
動する

ステップ 1A で説明したよ うに、 既に RunSamples スク リプ ト を実行した場合、
データベースが作成され、 サンプル データが入力されています。 この場合、 サ
ンプルを実行する と きには、 ステップ 1A の代わりにこのステップのタスクを実
行してもかまいません。 ステップ 1B の手順では、Windows および UNIX システ
ム上で WebLogic Server を起動し、 起動用 Web ページを呼び出します。

Windows 上での Start Server および Launcher スク リプ トの起動

Windows システム上でスク リプ ト を実行するには、 次のいずれかを実行します。

� メニューから   Start Server スク リプ トに次いで Samples Launcher スク リプ ト
を起動する場合

a. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server] を選択します。

次のメ ッセージが表示された場合は、 Start Server スク リプ トは正し く
終了しています。

StartServer execution successful

b. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Launch Examples] を選択します。

サンプルに付属の起動用 Web ページが Web ブラウザに表示されます。

� コマンド  ラインから  Start Server スク リプ ト に次いで Samples Launcher スク
リプ ト を起動する場合

1. コマンド  ウ ィ ン ドウを開きます。

2. setenv スク リプ ト を実行して  WebLogic Integration 環境変数を設定します。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レク ト
リ を表します。

c. サンプル ド メ インの bin ディ レク ト リに移動します。 たとえば、

cd SAMPLES_HOME\integration\samples\bin
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サンプルの実行
上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト
リです。

d. 次のよ うに入力してサーバを起動します。

startServer

次のメ ッセージが表示された場合は、 startServer スク リプ トは正し く
終了しています。

StartServer execution successful

e. 次のよ うに入力して  Web ブラウザを起動します。

launchBrowser

サンプルに付属の起動用 Web ページが Web ブラウザに表示されます。

UNIX 上での Start Server および Launcher スク リプ トの起動

UNIX システム上でスク リプ ト を実行するには、 次の手順を実行します。

1. setenv スク リプ ト を実行して WebLogic Integration 環境変数を設定します。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レク ト リ
を表します。

2. サンプル ド メ インの bin ディ レ ク ト リに移動します。 たとえば、

cd SAMPLES_HOME/integration/samples/bin

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リで
す。

3. 次のよ うに入力してサーバを起動します。

. ./startServer

次のメ ッセージが表示された場合は、 startServer スク リプ トは正し く終了
しています。

StartServer execution successful

4. Web ブラウザを起動して次の  URL を入力します。

http://localhost:7001/index.html

サンプルに付属の起動用 Web ページが表示されます。
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2 サンプルの設定と実行
ステップ 2: WebLogic Integration サンプルを選択
する

起動用 Web ページからは、 複数のサンプル アプリ ケーシ ョ ンおよび管理コン
ソールを起動できます。 この Web ページの [ サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] の下
にある  [WLI Sample] リ ンクをク リ ッ ク して、 第 1 章 「はじめに」 で説明したサ

プライ  チェーンの問題を解決するサンプル アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

ブラウザには、 次の図のよ う なサンプル概要ページが表示されます。

図 2-1   WebLogic Integration サンプルの [概要 ] ウィンドウ

概要ウ ィンド ウでは、 ビジネス上の問題と、 WebLogic Integration サンプルによ
る ソ リ ューシ ョ ンが簡単に説明されています。
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サンプルの実行
ステップ 3: サンプルを起動する

次のいずれかの方法でサンプルを起動します。

� [概要 ] ウ ィ ンド ウ上部にある水平の黒いバーの [実行 ] をク リ ッ ク します。

� [概要 ] ウ ィ ンド ウ下部にある  [ サンプルの実行 ] をク リ ッ ク します。

次の図に示す [QPA リ クエス トの送信 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 2-2   [QPA リクエストの送信 ] ウィンドウ

このウ ィ ン ドウでは、 次の部分に注目して ください。

� ウ ィ ンド ウには、 [価格と在庫の照会 （QPA） ] フォームが表示されていま
す。 このフォームには、 バイヤ （GCS） から  2 つのサプライヤに送信する  
QPA 要求データが格納されます。

このフォームではフ ィールドのデータを変更できません。

� ウ ィ ンド ウの右側には、 ステータス  バーが表示されています。 このバーは小
さなフロー チャートです。 各ボッ クスは、 実行中の手順のステップを表し、
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2 サンプルの設定と実行
サンプル アプリ ケーシ ョ ンの段階に合わせてそのステップに対応するウ ィ ン
ド ウも表します。 サンプルの段階に合わせて、 該当するステータス  ボッ ク ス
が各ウ ィンド ウで強調表示されます。 このステータス  バーを見る と、 どの段
階の処理なのかがわかり ます。

ステップ 4: QPA 要求を送信する

[QPA リ クエス ト の送信 ] をク リ ッ ク して、 QPA プロセスを開始します。 次の図
に示す [QPA 応答のチェ ッ ク ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

図 2-3   [QPA 応答のチェ ック ] ウィンドウ

このウ ィン ド ウは、 QPA 要求がサプライヤに送信され、 バイヤが応答を待って
いるこ とを示します。

[QPA 応答のチェ ッ ク ] ウ ィ ンド ウの [QPA 応答のチェ ッ ク ] をク リ ッ ク して、次
のウ ィ ンド ウを表示します。
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ステップ 5: QPA 要求を確認する

次に表示されるウ ィ ンド ウは、 サプライヤからの QPA 応答がバイヤに届いてい
るかど うかによって異なり ます。

� QPA 応答がサプライヤからバイヤに届いていない場合、 次のダイアログ  
ボッ クスが表示されます。

図 2-4   [QPA 応答 ] ダイアログ ボックス

a. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを閉じます。 [QPA 応答の
チェ ッ ク ] ウ ィ ン ド ウは、 ブラウザに表示されたまま とな り ます。

b. しばら く してから、 [QPA 応答のチェ ッ ク ] をも う一度ク リ ッ ク します。

c. [QPA Response] ダイアログ ボッ クスが表示されな くなるまで同じステッ
プを繰り返します。 表示されな く なったら、 サプラ イヤからの応答がバ
イヤに届いたこ とにな り ます。 応答が届く と、 図 2-5 に示す [PO の作成 ] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。 応答がない場合は、 WebLogic Server ログで
エラー情報を確認します。

� QPA 応答がサプライヤからバイヤに届いた場合、 次の図の [PO の作成 ] ウ ィ
ン ド ウが表示されます。
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図 2-5   [PO の作成 ] ウィンドウ

このウ ィン ド ウには、 価格と在庫の照会に対する各サプライヤからの応答をま と
めたフォームが表示されます。

ステップ 6: 発注書を作成する

次の手順を実行して、 シルクス ク リーンの金属ボッ クスの発注書を作成します。

1. 図 2-5 に示したよ う に、 フォーム上で WLIS_SupplierOne または 
WLIS_SupplierTwo を選択します。

2. [PO の作成 ] をク リ ッ ク して、 バッ クエンドの ERP システムに要求を送信し
ます。 このシステムでは、 指定した発注書が生成され、 選択したサプライヤ
に送信されます。

[PO のチェ ッ ク ] ウ ィン ド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 発注要
求が送信されたこ とを示すメ ッセージが表示されます。 次の図を参照して く
ださい。
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図 2-6   [PO のチェ ック ] ウィンドウ

提出済みの発注書のステータスを確認するには、 [発注書のチェ ッ ク ] をク リ ッ
ク します。
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ステップ 7: 発注書を確認する

選択したサプラ イヤに発注書が送信される と、 次の図のよ うに、 注文内容が表示
されます。

図 2-7   [PO Ack のチェ ック ] ウィンドウ

上の図には、 選択したサプライヤにユーザ （バイヤ） が送信した PO 情報が表示
されています。 発注書を受信する と、 サプライヤは確認メ ッセージを返します。
このメ ッセージを表示するには、 [発注確認書のチェ ッ ク ] をク リ ッ ク します。

ステップ 8: 発注確認書を確認する

サプライヤが発注書の受信を確認する と、次の図に示す [PO の確定 ] ページがバ
イヤに対して表示されます。
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図 2-8   [PO の確定 ] ウィンドウ

上の図は、 サプライヤがバイヤ （GCS） に送信した発注確認書を示しています。
バイヤが送信し、 サプラ イヤが確認した元の発注書に、 サプラ イヤが出荷情報を
追加しているこ とに注目して ください。 図 2-7 と  図 2-8 の [PO Master 
Information] セクシ ョ ンを見比べてください。

WebLogic Integration のサンプル アプリ ケーシ ョ ンの実行手順は以上です。 この
アプ リ ケーシ ョ ンのし くみについては、 第 3 章 「サンプルについて」 を参照して

ください。
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3 サンプルについて

注意 : この章を読む前に、 サンプルを実行しておく こ と をお勧めします。 手順
については、 第 2 章 「サンプルの設定と実行」 を参照して ください。 こ

こで説明するサンプル コードは、 WebLogic Platform のインス トール 
ディ レ ク ト リの SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis ディ レ ク ト
リにあ り ます。

SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リ を示しま
す。

サンプル アプリ ケーシ ョ ンは、 多 くのビジネス  プロセスを自動化し、 バッ クエ
ンドのエンタープライズ情報システム （EIS） を統合して、 ビジネス  パートナを
結ぶサプライチェーンのハブをデプロイ します。 この章では、 仮想企業 General 
Control Systems (GCS) が直面しているサプライチェーンの課題を、 サンプル統
合ソ リ ューシ ョ ンでどのよ うに解決するかについて説明します。 具体的には、 以
下の ト ピッ クを取 り上げます。

� 概要

� B2B Integration

� ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化

� Application Integration と  Data Integration

注意 : このマニュアルで説明する WebLogic Integration サンプルは、 WebLogic 
Integration の本 リ リースから非推奨になった XOCP ビジネス  プロ ト コル
に基づいています。 XOCP の代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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概要

サンプル シナ リオでは、 General Control Systems (GCS) は、 サプライチェーンの
課題に対して WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンを実装するこ とを決定しま
す。 最初のステップは何でし ょ う 。

GCS では、 WebLogic Integration を使用して以下のタスクを実行する方法を分析
するこ とから始めました。

� ト レーディ ング パートナ間のト ランザクシ ョ ンを推進するビジネス  プロセ
スのモデル化

� シナ リオに登場するビジネス  パートナど う しの企業間 （B2B） 統合の定義お
よび管理

� Web ベースの新しいフロン ト エンド  システムと既存のエンタープライズ情
報システムとの統合

� 異種データ形式の処理

こ こからは、 GCS が WebLogic Integration を使用して、 これらのタスクを実行す
る方法について説明します。

ビジネス プロセスのモデル化

WebLogic Integration には、 ビジネス  プロセスの管理に必要なツールが用意され
ています。

� WebLogic Integration プロセス  エンジン－ワークフロー テンプレー トの作成
と管理、 ワークフローの開始と終了、 実行時のワークフロー インスタンスの
制御と管理などのサービスを提供する  EJB のコレクシ ョ ンです。

� WebLogic Integration Studio －ビジネス  プロセスを作成し、 実行時にモニタ
するためのグラフ ィカル デザイン ツールです。
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概要
B2B 統合の管理

WebLogic Integration は、 外部の ト レーディ ング パートナとのインターネッ ト経
由の通信をサポート しています。 具体的には、 XML メ ッセージの送受信用と し
て XOCP、 RosettaNet (1.1 と  2.0)、 および Ariba cXML ビジネス  プロ ト コルをサ
ポート しています。

B2B 統合 BPM プラグインは WebLogic Integration Studio を拡張します。 その結
果、 Studio を使用して、 協調的ワークフロー、 つま り外部の ト レーディ ング 
パートナと メ ッセージをや り取 りするワークフローを定義できるよ うにな り ま
す。

新しいシステムと既存システムとの統合

WebLogic Integration は、 アダプタを使用するこ とで、 Web ベースの新しいフロ
ン ト エンド  システムと既存のエンタープラ イズ情報システム （EIS） アプ リ ケー
シ ョ ンとの統合をサポート しています。 Application Integration アダプタは、 大き
く次のよ うに分類できます。

� サービス  アダプタ－ WebLogic Integration から  EIS アプリ ケーシ ョ ンへの同
期要求および応答統合を実現します。

� イベン ト  アダプタ－ EIS アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic Integration への一
方向の非同期統合を実現します。

Application Integration アダプタのコンフ ィグレーシ ョ ンには、 Web ブラウザの
インタフェースを使用します。 Application Integration アダプタを経由するビジネ
ス  イベン トは、 WebLogic Integration リポジ ト リの XML スキーマ定義 （XSD）
と して定義します。

アプ リ ケーシ ョ ン統合 BPM プラグイン WebLogic Integration Studio を拡張しま
す。 その結果、 Studio では、 次の処理を行うプロセスを定義できるよ うにな り ま
す。

� アプ リ ケーシ ョ ン統合サービス  アダプタへのイベン トの送信

� Application Integration アダプタによって生成されたイベン ト の処理
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異種データ形式の処理

XML は、 WebLogic Integration システムで使用される メ ッセージ形式です。 しか
し、 WebLogic Integration フレームワークでは、 バイナ リ  メ ッセージ形式を使用
する環境に WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンを簡単に統合する こ とができ
ます。

WebLogic Integration は、 次のデータ統合をサポート しています。

� バイナ リ－ XML 間変換 : WebLogic Integration は、 XML とバイナ リ形式と
の間で双方向の変換を実行します。 この変換では、 メ ッセージのデータ表現
（XML またはバイナ リ ） だけが変更され、 メ ッセージのデータ構造および内
容は変更されません。

� XML － XML 変換 : WebLogic Integration では、 XSLT を使用して、 XML 
メ ッセージのデータ構造または内容 （あるいはその両方） をソース  メ ッセー
ジが対象のメ ッセージにマップできます。

XSL スタイルシートは、 手動で作成するこ と も、 WebLogic Integration 製品
に同梱されている  Contivo Analyst マッピング ツールを使用して作成するこ
と もできます。 スタイルシートは、 WebLogic Integration リポジ ト リに格納
されます。

変換は実行時に次のよ うに行われます。 まず入力メ ッセージがワークフロー
変数に割 り当てられ、 プロセス  エンジンが リポジ ト リ内の XSL スタイル
シート を参照し、 出力メ ッセージが別のワークフロー変数に割 り当てられま
す。

以下の節では、 WebLogic Integration のコンポーネン ト を協調して動作させて、
サンプル アプリ ケーシ ョ ンをビルドおよびデプロイする方法について説明しま
す。

B2B Integration

電子商取引の ト ランザクシ ョ ンに （このシナ リオのバイヤおよびサプライヤの
ロールで） 参加する ト レーディ ング  パートナ間の関係を定義して管理する こ と
は、 この統合ソ リ ューシ ョ ンを開発する上で基本となる作業です。 ト レーディン
グ  パートナを定義および管理するためのデータは WebLogic Integration リポジ ト
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リに格納され、 WebLogic Integration に用意されているツールおよびプロセスを
使用して、 流動的で多様な ト レーディング  パートナの関係を効率的に管理でき
ます。

B2B 統合環境のコンフ ィグレーシ ョ ン方法を詳し く説明する こ とは、 このマ
ニュアルの範囲を超えます。 そこで、 この節では、 サンプル アプリ ケーシ ョ ン
で使用される  WebLogic Integration リポジ ト リ  データ、 そのデータをサンプルで
ロードする方法、 およびデータを表示してサンプルにおけるビジネス会話の進捗
状況をモニタする方法について簡単に説明します。

B2B Integration の詳細と、 それをサポートする  WebLogic Integration 環境のコン
フ ィグレーシ ョ ン手順については、 それぞれ 『B2B Integration 入門』 と 『B2B 
Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

この付録の ト ピ ッ クは以下のとおりです。

� リポジ ト リ  データのロード

� リポジ ト リ  データについて

� WebLogic Integration B2B Console の使用

リポジト リ  データのロード

ト レーディング パートナを統合するためにサンプルで必要なデータは、 サンプ
ルの設定 （2-2 ページの 「サンプルの実行」 参照） 時に RunSamples スク リプ ト
を実行したと きに、 WebLogic Integration リポジ ト リにバルク  ロード されます。

RunSamples スク リプ トは、 以下の XML フ ァ イルに格納された B2B コンフ ィ グ
レーシ ョ ン データを リポジ ト リにロード します。

� SystemRepData.xml － WebLogic Integration のインス トール ディ レ ク ト リ
の \dbscripts ディ レ ク ト リにあ り ます。

WLI_HOME\dbscripts

SystemRepData.xml フ ァ イルには、 システム データが格納されています。
このサンプルで使用する要素は、 次のとおりです。

� ビジネス  プロ ト コル定義
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� ロジッ ク  プラグイン

� BulkLoaderData.xml －次のディ レク ト リにあ り ます。

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\lib

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リで
す。

この BulkLoaderData.xml ファ イルには、 WebLogic Integration サンプルに
固有のデータが格納されています。 このファ イルでは、 次の要素を記述しま
す。

� ト レーディ ング パートナ

� 会話定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

各データ要素の詳細については、 次の 「リポジ ト リ  データについて」 を参照し
て ください。

リポジト リ  データについて

この節では、 サンプル アプリ ケーシ ョ ン用と して  WebLogic Integration リポジ ト
リにバルク  ロード されるデータ要素に関して特に重要な情報を取 り上げます。

� ビジネス プロ ト コル定義

� ロジッ ク  プラグイン

� ト レーディ ング パートナ

� 会話定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

注意 : 3-5 ページの 「リポジ ト リ  データのロード」 で説明したとおり、 サンプ
ル アプリ ケーシ ョ ンをサポートするために、 2 つの XML ファ イルの
データが WebLogic Integration リポジ ト リにインポート されます。 コン
フ ィ グレーシ ョ ン データは、 バルク  ロードするこ と も、 WebLogic 
Integration B2B Console を使用して入力するこ と もできます。 また、 B2B 
Console を使用して、 バルク ロード したデータにアクセスした り、 コン
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フ ィグレーシ ョ ンした りするこ とができます。 詳細については、 3-16 
ページの 「WebLogic Integration B2B Console の使用」 を参照して くださ
い。

ビジネス プロト コル定義

SystemRepData.xml フ ァ イルには、 WebLogic Integration がサポート しているす
べてのビジネス  プロ ト コル （XOCP、 RosettaNet、 および cXML） の定義を含む
システム  データが格納されています。 WebLogic Integration サンプル アプ リ ケー
シ ョ ンでは、 XOCP のみを使用します。

SystemRepData.xml フ ァ イルの次の抜粋部分は、 XOCP ビジネス  プロ ト コル定
義を示しています。

コード  リス ト  3-1   SystemRepData.xml ファイル内の XOCP ビジネス プロト コ
ル定義

<!-- XOCP BUSINESS PROTOCOL DEFINITIONS -->
<business-protocol-definition
      name="XOCP-SPOKE"
      business-protocol-name="XOCP"
      protocol-version="1.1"
      endpoint-type="SPOKE">
      <java-class>com.bea.b2b.protocol.xocp.XOCPSpokeProtocol</java-class>
      <decoder>XOCP-Decoder</decoder>
      <encoder>XOCP-Encoder</encoder>

</business-protocol-definition>

<business-protocol-definition
      name="XOCP-Hub"
      business-protocol-name="XOCP"
      protocol-version="1.1"
      endpoint-type="HUB">
      <java-class>com.bea.b2b.protocol.xocp.XOCPHubProtocol</java-class>
      <decoder>XOCP-Decoder</decoder>
      <system-router>XOCP-System-Router</system-router>
       :
       :
      <system-router>XOCP-Router-Enqueue</system-router>
      <system-filter>XOCP-System-Filter</system-filter>
       :
      <encoder>XOCP-Encoder</encoder>
       :
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       :
</business-protocol-definition>

上のリ ス トの次の点に注目して ください。

� WebLogic Integration は、 XOCP-HUB と  XOCP-SPOKE とい う  XOCP ビジ
ネス  プロ ト コルの 2 つの定義をサポート しています。

� endpoint-type は定義ご とに指定されています。

� 各ビジネス  プロ ト コル定義は、 指定した  Java ク ラスによって実装されます。

ビジネス プロ ト コル 定義のコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド  』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 および 『B2B 
Integration Administration Console オンラ イン ヘルプ』 の 「 ト レーディ ング パー
トナのコンフ ィ グレーシ ョ ン  」 を参照して ください。

ロジック  プラグイン

ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス メ ッセージをインターセプ ト して処
理する  Java ク ラスです。 各ビジネス  プロ ト コルは、 標準のルータおよびフ ィル
タ  ロジッ ク  プラグインに関連付けられています。

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインは本 リ リースの WebLogic Integration から
非推奨とな り ました。 代替機能の詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

SystemRepData.xml ファ イルには、 WebLogic Integration がサポート しているす
べてのビジネス  プロ ト コル （XOCP、 RosettaNet、 および cXML） の定義を含む
システム データが格納されています。 このサンプルでは、 XOCP ロジッ ク  プラ
グインのみを使用します。
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表 3-1  XOCP 固有のロジック プラグイン

ロジック プラグイン 説明

XOCP ルータ このルータ  ロジッ ク  プラグインは、 着信ビジネス  
メ ッセージを処理し、 その処理で使用する メ ッセー

ジコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を生成する。 デフォル
トでは、 これがルータ  チェーンで最初のロジッ ク  プ
ラグインとなる。 ハブの配信チャネル用の XOCP 
ルータ  ロジッ ク  プラグインは、 XPath ルータ式に基
づいて受信先 ト レーディング  パートナの リ ス ト を変
更できる。 詳細については、 『 B2B Integration ロジッ
ク  プラグイン プログラ ミ ングガイ ド 』 の 「ビジネス 
メ ッセージのルーテ ィングとフ ィルタ処理」 を参
照。

XOCP ルータ  エンキュー ルータ  エンキュー ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  
メ ッセージをルータ  メ ッセージ キューに追加する。
デフォルトでは、 これがルータ  チェーンで最後のロ
ジッ ク  プラグインとなる。

XOCP フ ィルタ このフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 送信ビジネス  
メ ッセージを処理し、 その処理で使用する メ ッセー

ジコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を生成する。 デフォル
トでは、 これがフ ィルタ  チェーンで唯一のロジッ ク  
プラグイン となる。 ハブの配信チャネル用の XOCP 
フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 任意の XPath フ ィ
ルタ式を使用して、 メ ッセージが送信されたかど う

かを調べる。 詳細については、 『B2B Integration ロ
ジッ ク  プラグイン プログラ ミ ングガイ ド 』 の 「 ビジ
ネス  メ ッセージのルーティ ングと フ ィルタ処理」
を参照。

XOCP エンコーダ エンコーダは、 メ ッセージを B2B 転送サービスに転
送する。

XOCP デコーダ デコーダは、 XOCP ヘッダを処理し、 送信側ト レー
ディング パートナを識別し、 送信側ト レーディング 
パートナを会話に参加させ、 送信元への応答を準備

し、 メ ッセージを  B2B スケジューリング サービスに
転送する。
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ロジッ ク  プラグインの開発と、 WebLogic Integration B2B エンジンを使用した
メ ッセージの処理の詳細については、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プロ
グラ ミ ングガイ ド 』 を参照して ください。

ト レーディング パートナ

WebLogic Integration サンプル シナ リオでは、 バイヤ （General Control Systems）
と  2 つのサプラ イヤとい う  3 つのビジネス  パートナが関係します。 ビジネス  
パートナご とに、 BulkLoaderData.xml フ ァ イルで ト レーディ ング  パートナを
コンフ ィグレーシ ョ ンします。 サンプル用には、 WLIS_Buyer、
WLIS_SupplierOne、 および WLIS_SupplierTwo とい う ト レーディ ング  パートナ
が定義されています。

ト レーディ ング パートナは XOCP ビジネス  プロ ト コルを使用して通信するの
で、 General Control Systems では、 WebLogic Integration システムを ハブ アンド  
スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ン と して定義する必要があ り ます。 B2B 統合のコ
ンフ ィグレーシ ョ ンに関する詳細については、 『B2B Integration 入門』 の 「B2B 
Integration の基礎」 を参照して ください。 GCS 側には、 BulkLoaderData.xml 
フ ァ イルで第 4 の ト レーディ ング パートナの WLIS_Hub を定義します。

WLIS_Hub ト レーディ ング  パートナは、 仲介役と して機能します。 この ト レー
ディ ング パートナは、 スポーク  ト レーディ ング パートナである  WLIS_Buyer、
WLIS_SupplierOne、 および WLIS_SupplierTwo 間のメ ッセージを仲介します。
WLIS_Hub ト レーディ ング  パートナはビジネス  メ ッセージの送信元でも受信先
でもあ り ませんが、 ト ランザクシ ョ ンでは場合に応じて代理バイヤおよび代理サ
プライヤとな り ます。

3 つの ト レーディング パートナ （WLIS_Buyer、 WLIS_SupplierOne、 および 
WLIS_SupplierTwo） のそれぞれには、 WLIS_Hub ト レーディング パートナとの
コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが リ ンク されています。 それぞれのコラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を リ ンクするのは、 WLIS_Hub ト レーディ ング パー
トナです。 たとえば、 あるコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの一部と して メ ッ
セージを受信し、 別のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの一部と して別の ト
レーディング パートナにルーティ ングする場合には、 こ う した リ ンクが必要不
可欠です。 同じ配信チャネル （WLIS_HUB ト レーディング パートナ用に定義さ
れているチャネル） を使用するコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは相互に リ ン
ク されます。 このシナ リオのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの詳細について
は、 3-13 ページの 「コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト 」 を参照して ください。
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各ト レーディ ング  パートナ要素は、 さ まざまな属性および下位要素によって特
性が記述されます。 こ う した属性および下位要素の一部は、 名前、 電子メール 
アドレス、 電話番号、 ファ ッ ク ス番号などの単純な ID 情報を格納します。 次の
表では、 その他の ト レーディ ング  パートナのコンフ ィ グレーシ ョ ン情報につい
て説明します。

表 3-2  ト レーディング パートナのコンフ ィグレーション

要素 説明

Type サンプル シナリオのすべての ト レーディング パート
ナは、 すべて同じ  WebLogic Server インスタンス上で
実行されるので、 Type="LOCAL" と指定される。

パーテ ィ識別子 ト レーディング パートナ名と一緒に使用してコ ラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメン トのパーテ ィを識別する一
意のパーテ ィ  ID。 パーテ ィ  ID には、 一意の名前、 ビ
ジネス  ID、 およびビジネス  ID タ イプを指定する。

Business ID パーテ ィ  ID に関連付けられるビジネス  ID の記述名。
サンプル シナリオでは、 GCS が WLIS_Hub および 
WLIS_Buyer ト レーディング パートナを所有してい
るので、 これらのパー トナには、 同じビジネス  ID
（business-id="999999999"） が使われる。

各サプライヤ  ト レーディング パー トナは、 一意のビ
ジネス  ID を持つ。

配信チャネル 各ト レーディング  パートナの転送およびドキュ メ ン
ト交換を指す。 WLIS_Hub ト レーディング パートナ
の配信チャネルは routing-proxy="true" にコン
フ ィグレーシ ョ ンされ、 その他の ト レーディング  
パートナ （シナ リオではそれぞれスポーク と してコ

ンフ ィグレーシ ョ ン） の配信チャネルは 
routing-proxy="false" にコンフ ィグレーシ ョ ン
される。

ドキュ メ ン ト交換 ビジネス  プロ ト コル （シナリオでは XOCP） と実行
時パラ メータを定義する。
WebLogic Integration チュート リアル 3-11



3 サンプルについて
注意 : サンプルのト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンについて
は、 BulkLoaderData.xml ファ イルを参照して ください。

会話定義

BulkLoaderData.xml フ ァ イルには、 2 つの XOCP 会話定義が格納されていま
す。 一方は Query Price and Availability （QPA） 会話用で、 も う一方は Purchase 
Order （PO） 会話用です。 会話ごとに、 バイヤとサプラ イヤの 2 つのロールがあ
り ます。 各ロールは次のものを参照します。

� 次のよ う な BPM ワークフロー テンプレー ト

wlpi-template="WLIS_SupplierQPA"

� 次のよ う な WebLogic Integration BPM オーガニゼーシ ョ ン

process-implementation wlpi-org="ORG1"

注意 : WebLogic Integration の BPM コンポーネン トは、 以前の WebLogic 
Process Integrator （WLPI） です。 こ こで示すテンプレートおよびオーガ
ニゼーシ ョ ンの名前と して WebLogic Process Integrator または WLPI が使
用されている場合があ り ます。

ワークフロー テンプレートは、 適用先の会話定義を参照します。 たとえば、 図 
3-12 で取 り上げている会話は、 このサンプルで使用するパブリ ッ ク  ワークフ
ローのプロパティ を示しています。

このサンプルを実装するためのワークフローの詳細については、 3-19 ページの
「ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化」 を参照して ください。

オーガニゼーシ ョ ンは、 さまざまなビジネス  エンテ ィテ ィ、 地理的な位置、 ま
たは会社の特定のビジネスに関連する分類を表します。 BPM オーガニゼーシ ョ
ンの詳細については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング』
の 「セキュ リ テ ィ  レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

転送 転送プロ ト コル （HTTP） とエンドポイン トの URI を
定義する。

表 3-2  トレーディ ング パートナのコンフ ィグレーション

要素 説明
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次の リ ス トは、 BulkloaderData.xml フ ァ イルの抜粋です。
WLIS_QPAConversation を定義します。

コード  リス ト  3-2   BulkLoaderData.xml ファイルの会話定義

...
<conversation-definition
        name="WLIS_QPAConversation"
        version="1.1"
        business-protocol-name="XOCP"
        protocol-version="1.1">
        <role
            name="Buyer"
            wlpi-template="WLIS_BuyerQPAPublic">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1" />
        </role>
        <role
            name="Supplier"
            wlpi-template="WLIS_SupplierQPAPublic">
            <process-implementation wlpi-org="ORG1" />
            </role>
</conversation-definition>

...

コラボレーショ ン アグリーメント

このサンプルでは、 QPA 会話と  PO 会話でそれぞれ 3 つずつ、合計 6 つのコラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を使用します。 各会話用と して、 次の組み合わせの
ビジネス  エンティテ ィ間でコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トが定義されていま
す。

� WLIS_Buyer と  WLIS_Hub

� WLIS_SupplierOne と  WLIS_Hub

� WLIS_SupplierTwo と  WLIS_Hub

次の図は、 QPA 会話 （WLIS_QPAConversation） に参加する ト レーディ ング  
パートナ間のコ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を示しています。
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図 3-1   QPA 会話のトレーディング パートナ間のコラボレーション アグリーメ
ント

次の図は、 PO 会話 （WLIS_POConversation） に参加する ト レーディ ング  パー
トナ間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を示しています。
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図 3-2   PO 会話のトレーディング パートナ間のコラボレーション アグリーメン
ト

上の図の次の点に注目して ください。

� WLIS_Hub ト レーディ ング パートナは、 各コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン
トのパーティになっています。 この ト レーディ ング  パートナは、 QPA_1 お
よび PO_1 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト ではサプラ イヤ （代理） のロー

ルが割 り当てられ、 その他のコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ではバイヤ
（代理） のロールが割 り当てられています。

たとえば、 WLIS_Hub ト レーディング パートナは、 WLIS_Buyer から  QPA 
メ ッセージを受信する場合、 QPA_1 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの代
理サプラ イヤの役割を果たします。 QPA_2 および QPA_3 コラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン ト では、 ロールを変えて、 代理バイヤとな り ます。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のパーティは、 会話定義のロールに関連付
けられます。 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの各パーティにロール名をコ
ンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。
WebLogic Integration チュート リアル 3-15



3 サンプルについて
次のリ ス トは、 BulkLoaderData.xml ファ イルの抜粋です。 この抜粋部分で
は、 WLIS_Hub と  WLIS_Buyer との間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
が記述されています。

コード  リス ト  3-3   BulkLoaderData.xml ファイルのコラボレーション アグリー
メント

...
<collaboration-agreement
name="WLIS_QPAConversation|1.1|WLIS_Buyer|WLIS_Hub"
global-identifier="WLIS_QPAConversation|1.1|WLIS_Buyer|WLIS_Hub
version="1.1"
status="ENABLED"
conversation-definition-name="WLIS_QPAConversation"
conversation-definition-version="1.1">
<party

trading-partner-name="WLIS_Buyer"
party-identifier-name="WLIS_BuyerPartyId"
delivery-channel-name="WLIS_BuyerDeliveryChannel"
role-name="Buyer"/>

<party
trading-partner-name="WLIS_Hub"
party-identifier-name="WLIS_HubPartyId"
delivery-channel-name="WLIS_HubDeliveryChannel"
role-name="Supplier"/>

</collaboration-agreement>

...

WebLogic Integration B2B Console の使用

WebLogic Integration では、 コンフ ィ グレーシ ョ ン データをバルク  ロードするこ
と も、 WebLogic Integration B2B Console を使用して入力するこ と もできます。
WebLogic Integration サンプルを実行する場合に B2B Console を実行する必要は
あ り ませんが、 実行する と、 サンプル用にバルク  ロード された リポジ ト リ  デー
タを表示できます （3-5 ページの 「 リポジ ト リ  データのロード」 を参照）。 また、
B2B Console を使用して、 サンプルの実行中に進行している会話をモニタするこ
と もできます。

WebLogic Integration B2B Console を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせ
て適切な手順を実行します。
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注意 : 既に実行中の場合は、 2-1 ページの 「サンプルの設定と実行」 の説明に

従って WebLogic Integration サンプルを実行します。

� Windows システム上で B2B Console を起動するには、 次のいずれかを実行
します。

� サンプルを起動した起動用 Web ページ （http://localhost:7001） で、

[Administration Consoles] の下の [B2B] リ ンクをク リ ッ ク します。

� メニューを使用する方法は次のとおりです。

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.01｜ B2B Console] を選択します。

� 次のよ うに、 コマンド  ラインから  startB2bconsole スク リプ ト を起動
します。

a. コマンド  ウ ィ ンド ウを開きます。

b. WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リの bin ディ レク
ト リに移動します。 たとえば、 次を入力します。

  cd WLI_HOME\bin

c. 次のよ うに入力して B2B Console を起動します。

  startB2bconsole

� UNIX システム上で B2B Console を起動するには、 次のいずれかを実行しま
す。

� サンプルを起動した起動用 Web ページ （http://localhost:7001） で、

[Administration Consoles] の下の [B2B] リ ンクをク リ ッ ク します。

� Web ブラウザを起動して次の  URL を入力します。

http://localhost:7001/b2bconsole
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次の図は、 WebLogic Integration サンプルのデータがロード された状態の 
WebLogic Integration B2B Console を示しています。

図 3-3   サンプル データを表示した状態の WebLogic Integration B2B Console

WebLogic Integration B2B Console を使用して B2B 統合をコンフ ィグレーシ ョ ン
する方法については、 『B2B Integration Administration Console オンライン ヘル
プ』 と 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。 Bulk Loader の詳細
については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「Bulk Loader の操作」 を参照して
ください。
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ビジネス プロセスおよびワークフローのモ
デル化

この節では、WebLogic Integration の Business Process Management (BPM) の機能
を簡単に紹介してから、 Studio の使い方と、 WebLogic Integration サンプルで実
装されている  2 つのビジネス  プロセスの Query Price and Availability (QPA) およ
び Purchase Order (PO) について説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

� BPM の概要

� WebLogic IntegrationStudio の使い方

� QPA ビジネス プロセス  

� PO ビジネス プロセス

BPM の概要

会話定義 （3-12 ページの 「会話定義」 を参照） で ト レーディ ング  パートナに割
り当てられるロールを実装するワークフローは、 協調的ワークフローと呼ばれま
す。

ワークフロー テンプレー トはワークフローの見本で、 さまざまなワークフロー 
テンプレー ト定義 （バージ ョ ン） の実装を組み合わせたものです。 ワークフロー 
テンプレー トは、 WebLogic Integration Studio を使用して設計および編集します。
複数の BPM プラグインを使用して、 Studio の機能を拡張できます。

� B2B Integration プラグイン－ B2B 統合、 つま り協調的ワークフローの設計
および管理をサポート します。 Studio を使用する と、 ワークフローにプロパ
ティ を割り当てるこ とができます。 それらのプロパティ を割 り当てる こ と
で、 ワークフローが B2B integration 環境で使用できるよ うにな り ます。

� Application Integration プラグイン－バッ クエンドのシステムおよび従来のエ
ンタープライズ情報システム （EIS） を統合可能なワークフローを設計でき
るよ うにします。
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� Data Integration プラグイン－異種 EIS アプリ ケーシ ョ ン間でのデータ共有を
可能にするこ とで、 異種データ形式を統合するワークフローを設計できるよ
うにします。

サンプル シナ リオでは、 ト レーディ ング  パートナは、 プラ イベート  ワークフ
ローと協調的ワークフローの両方を実装しています。 プライベート  ワークフ
ローは協調的ワークフローと連携して動作し、 ト レーディ ング  パートナのロー
カル プロセスを実装します。 会話定義では、 ローカルおよびプライベート  プロ
セスを指定する必要はあ り ません。 たとえば、 ト レーディ ング  パートナが会話
を開始する場合、 その ト レーディ ング  パートナのプライベート  ワークフローが、
その会話を開始する協調的ワークフローを開始します。

以下の節では、 サンプルのビジネス  ト ランザクシ ョ ンのバイヤサイ ドおよびサ
プライヤサイ ドにおけるビジネス  プロセスの実装について説明します。 ワーク
フローの主要な設計要素、 タス ク、 およびイベン トは、 特に強調されています。

WebLogic IntegrationStudio の使い方

WebLogic Integration Studio を使用する と、 新しいワークフローを設計した り、
見慣れたフローチャート を使用して進行中のワークフローをモニタした りする こ
とができます。 WebLogic Integration サンプルを実行する場合に Studio を実行す
る必要はあ り ませんが、 ワークフローまたはワークフロー ノードの詳細を表示
した り、 このサンプルに関する ノードの定義およびコンフ ィグレーシ ョ ンを調べ
た りする場合には Studio が役立ちます。 また、 Studio を使用して、 サンプルの
実行中にワークフローをモニタする こ と もできます。

この節では、 Studio の起動手順および使い方と、 ビジネス  プロセスの管理で使
用するサンプルのコンポーネン ト  リ ス トについて説明します。

Studio の起動

Studio を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行します。

� Windows システム上で Studio を実行するには、 次のいずれかを実行します。

� メニューを使用する方法は次のとおりです。
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[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

b. Studio にログオンします （ユーザ名 : admin、 パスワード  : security）。

� 次のよ うに、 コマンド  ラインから  Studio スク リプ ト を起動します。

a. コマンド  ウ ィ ンド ウを開きます。

b. WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リの bin ディ レク
ト リに移動します。 たとえば、 次を入力します。

  cd WLI_HOME\bin

c. 次のよ うに入力して studio コマンドを実行します。

  studio

d. Studio にログオンします （ユーザ名 : admin、 パスワード  : security）。

� UNIX システム上で Studio を起動するには、 次のタスクを実行します。

a. WebLogic Integration をインス トールしたディ レ ク ト リの  bin ディ レク ト
リに移動します。 たとえば、 次を入力します。

cd WLI_HOME/bin

b. 次のよ うに入力して  Studio アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

. ./studio

c. Studio にログオンします （ユーザ名 : admin、 パスワード  : security）。

Studio でのワークフロー テンプレートの表示

Studio でワークフロー テンプレート とそのプロパテ ィを表示するには、 次の手
順を実行します。

1. Studio の左ペインで、ORG1 が [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで選択され
ているこ と を確認します。

2. 左ペインで、 [ テンプレー ト ] フォルダをダブルク リ ッ ク してワークフロー 
テンプレー トの リ ス ト を表示します。

3. [ テンプレー ト ] フォルダを展開して、 ワークフロー テンプレー トの定義 リ
ス ト を表示します。 このサンプルに関与するテンプレー ト定義は、 表 3-3 の
「WebLogic Integration リポジ ト リにインポート されるコンポーネン ト 」 に示
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すとおりです。 これらの定義は、 サンプルをコンフ ィ グレーシ ョ ンする と き
に workflow.jar ファ イルでインポート されます。 2-3 ページの 「ステップ 
1: 起動用 Web ページをコンフ ィグレーシ ョ ンして呼び出す」 を参照して く
ださい。

4. テンプレート定義を右ク リ ッ ク して [開く ] を選択する と、 ワークフロー テ
ンプレー トが Studio に表示されます。

注意 : また、 特定のワークフロー テンプレー ト定義を展開する と、 その定
義の [ タスク ]、 [分岐 ]、 [ イベン ト ]、 [結合 ]、 [開始 ]、 [完了 ]、
および [変数 ] を格納するフォルダが表示されます。

5. Studio でノードをダブルク リ ッ クする と、 その ノードの [ プロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。

Studio のツールおよび機能の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

サンプル内の BPM コンポーネント

このサンプル アプリ ケーシ ョ ン用と して Studio およびプロセス  エンジンで必要
なワークフロー テンプレー トおよびその他のデータは、 サンプルをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする と きに、 workflow.jar ファ イルによって  WebLogic Integration 
リポジ ト リにロード されます。 インポート されるコンポーネン トは、 次の表のと
おりです。

表 3-3  WebLogic Integration リポジト リにインポート されるコンポーネント

コンポーネント 名前

ビジネス  オペレーシ ョ ン binary to file

file to binary

xmlToFile

create POAck from PO
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QPA ビジネス プロセス

金属ボッ クスの供給不足のため、 GCS (バイヤ ト レーディ ング  パートナ ) は、
選択したサプライヤにそのボッ クスの QPA メ ッセージを送信します。 次の図は、
QPA ビジネス プロセスのイベン ト  フローを示しています。

テンプレート定義 WLIS_BuyerPOPrivate

WLIS_BuyerPOPublic

WLIS_BuyerQPAPrivate

WLIS_BuyerQPAPublic

WLIS_SupplierOnePOPrivate

WLIS_SupplierOneQPAPrivate

WLIS_SupplierPOPublic

WLIS_SupplierQPAPublic

WLIS_SupplierTwoPOPrivate

WLIS_SupplierTwoQPAPrivate

XML リ ポジ ト リ  フォルダ com.bea.wlxt.MFL

wlis

XML リ ポジ ト リ  エンテ ィ
テ ィ

PO.mfl

PO.dtd

POAck.mfl

POAck.dtd

イベン ト  キー PORequest

AggregatedQPAResponse

PurchaseOrderAcknowledgement

表 3-3  WebLogic Integration リポジト リにインポート されるコンポーネント

コンポーネント 名前
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図 3-4   QPA ビジネス プロセスのプロセス フロー

上の図のイベン ト をま とめる と、 次のよ うにな り ます。

1. バイヤ ト レーディ ング  パートナが QPA を作成します。

2. QPA がサプライヤに送信されます。

3. サプライヤが QPA を処理して、 応答を生成します。

4. バイヤ ト レーディ ング  パートナがサプライヤからの応答を集約します。
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注意 : 上の図は、 QPA ビジネス  プロセスの高レベルのビューを示しています。
各サイ ドのプロセスは、 パブリ ッ ク （協調的） ワークフローとプラ イ
ベート  ワークフローによって実装されます。 以下の節では、 これらの
ワークフローについて説明します。

� QPA 実装の概要

� バイヤサイ ドの実装

� サプライヤサイ ドの実装

QPA 実装の概要

このシナ リオでは、 各 ト レーディング  パートナは、 QPA プロセスのプラ イベー
ト  ワークフローおよびパブリ ッ ク  ワークフローを実装しています。 サンプルの 
QPA プロセスでは、 以下の 5 つのワークフロー テンプレー トが使用されます。

WebLogic Integration は、 ビジネス  パートナ間のビジネス会話およびコ ラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト を管理し、 バイヤとサプライヤ間のビジネス メ ッセージ
の交換を自動化します。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トおよび会話で取 り上
げるワークフローについては、 3-6 ページの 「 リポジ ト リ  データについて」 で説
明します。

表 3-4  サンプル QPA プロセスのワークフロー

ロール パブリ ック / プライ
ベート

ワークフロー名

バイヤ プラ イベート WLIS_BuyerQPAPrivate

バイヤ パブ リ ッ ク WLIS_BuyerQPAPublic

サプライヤ パブ リ ッ ク WLIS_SupplierQPAPublic

注意 : シナ リオのバイヤはどちら も

同じパブ リ ッ ク  ワークフロー
を使用します。

サプラ イヤ プラ イベート WLIS_SupplierOneQPAPrivate

サプライヤ プラ イベート WLIS_SupplierTwoQPAPrivate
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このサンプルでは、 JSP と  JSP タグ ライブラ リ を使用して、 QPA プロセスを開
始し、 QPA 要求と応答データを表示します。 次の図は、 QPA ビジネス  ト ランザ
クシ ョ ンに関与する ト レーディ ング パートナ間のデータ  フローを示しています。

図 3-5   QPA ビジネス プロセスのデータ フロー

バイヤサイ ドおよびサプラ イヤサイ ドの実装については、 3-28 ページの 「バイ

ヤサイ ドの実装」 と 3-50 ページの 「サプライヤサイ ドの実装」 でさ らに詳し く

説明しています。

ト レーディ ング パートナおよびワークフロー間のデータ  フローをま とめる と、
次のイベン ト  シーケンスになり ます。

1. QPA フォームを含む JSP (図 2-2 を参照 ) から、QPA 要求が JMS キューに送
信され、 WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローが開始されます。

2. WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 QPA 要求 XML ドキュ メ ン ト を渡
して、 WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローを呼び出します。 このワークフ
ローは、 QPA 会話を開始します。

3. WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローは、 ト レーディング  パートナ 
WLIS_Buyer と  WLIS_Hub 間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト に基づい
て、 QPA 要求 XML を XOCP メ ッセージにパッ ク し、 WLIS_Hub ト レー
ディ ング パートナに送信します。
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注意 : WLIS_Hub は、 メ ッセージを受信する場合には、 そのコラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン トの代理サプライヤの役割を果たします。

4. WLIS_Hub ト レーディ ング パートナは、 自身と各サプライヤ間で登録されて
いるコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トに基づいて、 送り先のト レーディ ング 
パートナ （WLIS_SupplierOne および WLIS_SupplierTwo） にメ ッセージを
ルーティ ングします。

注意 : このステップでは、 WLIS_Hub ト レーディ ング パートナはロールを
変えて、 自身とサプライヤ間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの
代理バイヤとな り ます。

各サプラ イヤのパブリ ッ ク  ワークフローは、 XOCP メ ッセージを受信する こ
とで開始されます。 このシナ リオでは、 WLIS_SupplierOne と  
WLIS_SupplierTwo は、 パブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_SupplierQPAPublic） を共有しています。 パブリ ッ ク  ワークフロー
は、 メ ッセージから  QPA 要求 XML ドキュ メ ン ト を抽出します。

5. WLIS_SupplierQPAPublic ワークフローは、 各サプラ イヤのプラ イベート  
ワークフローを呼び出し、 QPA 要求 XML ドキュ メン ト を渡します。

6. 各サプラ イヤのプライベート  ワークフローは、 独自の QPA 応答 （XML ド
キュ メ ン ト ） を作成し、 パブリ ッ ク  ワークフローの戻り変数にアタ ッチしま
す。

7. WLIS_SupplierQPAPublic ワークフローは、 QPA 応答 XML ドキュ メ ン ト を
抽出し、 XOCP メ ッセージにパッ ク して、 バイヤに送信します。

WLIS_Hub ト レーディ ング パートナは、 WLIS_Buyer のルーティ ング プロ
キシの役割を果たします。 サプライヤ ト レーディ ング パートナが
（WLIS_Hub と各サプライヤ ト レーディ ング パートナ間のコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン ト に基づいて） WLIS_Hub に応答メ ッセージを送信する場合、
WLIS_Hub は代理バイヤの役割を果たします。

次に、 WLIS_Hub は代理サプラ イヤのロールに変わり、 WLIS_Hub と  
WLIS_Buyer 間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トに基づいて、 応答メ ッ
セージをバイヤ （WLIS_Buyer） にルーテ ィングします。

8. バイヤのワークフロー （WLIS_BuyerQPAPublic） は以下の処理を行います。

a. 受信した  XOCP メ ッセージから  QPA 応答 XML ドキュ メ ン ト を抽出しま
す。
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b. 両方のサプライヤの応答ドキュ メ ン ト を  1 つの XML ドキュ メ ン ト と して
集約し、 JMS キューを使用してバイヤのプラ イベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerQPAPrivate） にポス ト します。

c. QPA 会話を終了し、 サプライヤのパブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_SupplierQPAPublic） に通知します。

9. バイヤのプライベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate） は、 集約さ

れた QPA 応答 XML ドキュ メン ト を受信し、 XML ファ イルに書き込みま
す。 JSP は XML を解析し、 集約された QPA 応答を  Web ブラウザに表示し
ます。

このステップは、 QPA ビジネス プロセスが終了したこ とを示します。

バイヤサイドの実装

このソ リ ューシ ョ ンを実装するため、 バイヤ （GCS） は、 サンプルの操作、
メ ッセージの処理、 および JMS を使用した WebLogic Integration プロセス エン
ジンとの XML メ ッセージの交換を行う カスタム ク ラ イアン ト （Web ユーザ イ
ンタフェース） を実装しています。 また、 GCS では、 バイヤのバッ クエンド  プ
ロセスを管理するプラ イベート  ワークフローと、 QPA 会話でメ ッセージの交換
を管理するパブリ ッ ク  ワークフローも実装しています。 この節では、 以下のコ
ンポーネン トについて説明します。

� バイヤサイ ドの Web ユーザ インタフェース

� バイヤの QPA プライベート  ワークフロー

� バイヤの QPA パブリ ッ ク  ワークフロー

バイヤサイ ドの Web ユーザ インタフェース

QPA プロセスを開始し、 要求および応答データを  Web ブラウザに表示す
るには、 Java Server Page (JSP) と  JSP タグ ライブラ リが使用されます。
QPA プロセスに関連する ソース フ ァ イルは、 次の表に示したディ レク ト
リにあ り ます。 SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル ディ レク
ト リ を示します。
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次の図に示すよ うに、 バイヤのプラ イベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerQPAPrivate） との会話には Web ユーザ インタフェースを使用しま
す。

図 3-6   Web ユーザ インタフェースとバイヤのプライベート  ワークフロー間の
会話

上の図の会話をま とめる と、 次のイベン ト  シーケンスになり ます。

表 3-5  QPA プロセスのソース ファイル

WebLogic Integration のインストール ディ レク ト リ内の
場所

ソース ファイル

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\src\
examples\wlis\tags

� SendQPARequestTag.java

� CheckQPAResponseTag.java

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\web � SendQPARequest.jsp

� CheckQPAResponse.jsp

� QPAform.htm

� WaitQPAResponse.htm

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\lib\xsl ProcessQPAResponse.xsl
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1. QPA 要求が、 HTML Web フォームの入力 （2-10 ページの 「ステップ 4: QPA 
要求を送信する」 を参照） に基づいて、 XML と して作成されます。 XML 
が、 JSP (SendQPARequest.jsp) を使用して、 JMS キューに送信されます。

次のリ ス トは、 JMS キューの名前と  XML メ ッセージのポス ト先のキュー接
続ファ ク ト リ を定義する  SendQPARequestTag.java ファ イルのコードです。

コード  リスト  3-4   SendQPARequestTag.java

// JMS 接続ファクトリの定義
final String JMS_FACTORY = "com.bea.wlpi.QueueConnectionFactory";

// JMS キューの定義
final String QUEUE = "com.bea.wlpi.EventQueue"; 
...

2. バイヤのプライベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate） が開始され

ます。

3. WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 両方のサプライヤからの応答を受
信して集約し、 ローカル フ ァ イルの AggregatedQPAResponse.xml に QPA 
応答を書き込みます。

4. JSP (CheckQPAResponse.jsp) は JSP タグを使用してファ イルを読み出し、
XSL
（SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\lib\xsl\processQPARespon

se.xsl を参照） を使用して XML データを解析して、 結果を Web ブラウザ
に表示します。 図 2-5、 2-12 ページの 「[PO の作成 ] ウ ィ ンド ウ」 を参照し
て ください。

注意 : SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リ を示し
ます。

5. サンプルを実行する場合、 バイヤはサプラ イヤを選択します。 2-12 ページの
「ステップ 6: 発注書を作成する」 を参照して ください。 JSP は、 選択したサ
プライヤの QPA 応答データを格納した  XML メ ッセージを JMS ト ピ ッ クに
ポス ト します。 バイヤのプライベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerQPAPrivate） は、 そのメ ッセージを受信して処理します。
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バイヤの QPA プライベート  ワークフロー

WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 QPA 応答データを格納する  JMS メ ッ
セージを  JSP から受信する と開始されます。 ワークフローと  Web ユーザ インタ
フェースについては、 3-28 ページの 「バイヤサイ ドの Web ユーザ インタフェー
ス」 を参照して ください。

次の図は、 WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフロー テンプレー ト を示しています。

図 3-7   WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフロー テンプ
レー トのノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Lookup 2nd Tier suppliers for requested items

� Construct QPA Request XML to Suppliers

� Call BuyerQPAPublic workflow

� Wait for aggregated QPA Response
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� Write QPAResponse to File

� Wait for PO Request from Web Front

� 分岐

� Calculate total amount

� Store PO Information to backend system through WLAI

開始

SendQPARequest.jsp JSP から  XML イベン ト を受信する と、 ワークフ
ローが開始されます。

XML は、 QPARequest.dtd ファ イルで定義されます。 付録 A 「DTD」 に
は、 サンプルの DTD ファ イルが記載されています。 QPARequest.dtd 
の最初の要素に注目して ください。

QPARequestId: (<!ELEMENT QPARequestId (#PCDATA)>)

サンプル シナ リオの場合、QPARequestId 要素の一意な値は、バイヤの  
[QPA リ クエス トの送信 ] Web ページ （2-9 ページの 「ステップ 3: サン
プルを起動する」 を参照） から  QPA 要求が生成されるたびに、 JSP に
よって作成されます。 サンプルを実行するたびに QPARequestId に対し
て作成される値を確認するには、 バイヤに返された QPA 応答を格納す
るフォームを参照します （2-11 ページの 「ステップ 5: QPA 要求を確認
する」 を参照）。

開始ノードでは、 XPath 式を使用して XML メ ッセージを抽出し、 ワー
クフロー変数 （qpaRequestXML） に格納します。 また、 開始では、

QPARequestId 要素の値を抽出し、 ワークフロー変数の QPARequestId 
に割 り当てます。 2 番目の変数は、 イベン ト  キーのキー値表現と してこ
のサンプルの他のワークフローで使用されます。

イベン ト  キーとは

WebLogic Integration プロセス  エンジンは、 [開始のプロパティ ] または 
[ イベン トのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スの DOCTYPE またはルー
ト要素が着信 XML メ ッセージのものと一致しない限 り、 ワークフロー
またはイベン ト  ノードを開始しません。 DOCTYPE またはルート要素
を使用するだけでな く、 イベン ト  キーを使用するこ とで、 ワークフロー
またはイベン ト  ノードの開始を修飾できます。 イベン ト  キーを使用す
る と、 開始またはイベン ト  ノードを開始する  XML メ ッセージの内容を
指定できます。
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イベン ト  キーは、 キー値表現と イベン ト  キー表現とい う  2 つの部分で
構成されます。 キー値表現は、 ノードを呼び出すために受け取ったド
キュ メ ン ト が含まなければならないデータを正確に指定するワークフ
ロー式です。 イベン ト  キー表現は、 対象のデータを見つける  XML メ ッ
セージの要素を正確に指定する式です。

イベン ト  キー表現をコンフ ィグレーシ ョ ンした り、 このサンプルのコン
フ ィグレーシ ョ ンを確認した りするには、Studio のタスク  メニューから  
[ コンフ ィグレーシ ョ ン｜イベン ト ] を選択します。

このサンプル シナ リオでは、 次のイベン ト  キー表現がコンフ ィグレー
シ ョ ンされています。

イベン ト  キー表現

PORequest.QPARequestId

AggregatedQPAResponse.QPARequestId

PurchaseOrderAcknowledgement.PONumber

イベン ト  キー表現をコンフ ィグレーシ ョ ンしたら、 オーガニゼーシ ョ ン
内のすべてのワークフローで利用可能にな り ます。 イベン ト  キー表現
は、 [開始のプロパティ ] または [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスで定義したキー値表現に指定した値と対応している必要があ り
ます。 その結果、 プロセス  エンジンは実行時に 2 つの値を比較して、 一
致しているかど う かを判定できます。

このマニュアルの他の節では、 ワークフローのノードに対して 
QPARequestId キー値表現が使用されています。 Studio ツールのイベン
ト  キーを定義および使用する方法については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

Lookup 2nd Tier suppliers for requested items
このサンプル シナ リオで第 2 層 （またはカテゴ リ  2） と呼ぶサプラ イヤ
群は、 バイヤのエンタープラ イズ情報システム （EIS） で定義されます。
サンプルの EIS は RDBMS です。 これらのサプラ イヤのデータは、
RunSamples スク リプ ト を実行してサンプルのデータベースを設定 （2-2 
ページの 「サンプルの実行」 を参照） する と きに、 WebLogic 
Integration リポジ ト リにロード されます。 これらのサプライヤには、 サ
ンプル シナ リオのケースのよ うに、 ある品物の一次サプラ イヤが需要を
満たせない場合にアクセスします。
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アプリ ケーシ ョ ン ビュー （WLISAppView.sav） も このサンプル用にデ

プロイ されます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューの詳細については、 3-84 
ページの 「Application Integration」 を参照して ください。 Application 
Integration プラグインを使用する と、 Studio の機能が拡張され、 アプ リ
ケーシ ョ ン  ビュー サービス と イベン ト をワークフロー テンプレー トに
統合できるよ うにな り ます。 Studio からは、 呼び出すサービスを選択し
て、 サービス要求および応答変数 （XML 形式） を指定する こ とができ
ます。

このタスク  ノードでは、 以下のアクシ ョ ンを実行します。

1. ワークフロー変数 （supplierLookupInputXML） を作成します。

2. WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ ン ビューで getSupplier を呼び出
し、 第 2 層サプライヤに関する情報を  EIS から取 り出します。

呼び出すサービスをワークフローから選択する方法は、 次のとおりで
す。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [追加 ] をク リ ッ ク して、 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

3. [AI アクシ ョ ン｜アプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスの呼び出し ] を選
択して、 [ サービスの呼び出し ] ダイアログ  ボッ クスを表示します。 こ
のダイアログ ボッ ク スには、 次の図に示すよ うに、 WLISAppView.sav 
アプリ ケーシ ョ ン ビューのサービスの リ ス トが表示されます。
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図 3-8   [ アプリケーション ビュー サービスの呼び出し ] ダイアログ ボックス

上の図の [要求ドキュ メン ト変数 ] フ ィールドの値がこのノードで作成
された XML 変数 （supplierLookupInputXML） となっているこ とに注

目して ください。

このノードでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスが同時に呼び出さ
れます。 したがって、 ワークフローはサービスが応答ドキュ メ ン ト を返
すのを待ってから続行します。

[応答ドキュ メ ン ト変数 ] フ ィールドの値は、
supplierLookupOutputXML です。 この変数は、 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビュー サービスから応答を受け取 り ます。 supplierLookupOutputXML 
変数は、 要求 XML メ ッセージを作成するためにワークフローの次の
ノードで使用されます。

注意 : 入力または応答時の XML スキーマを調べるには、 それぞれ [要求定
義の表示 ] または [応答定義の表示 ] をク リ ッ ク します。 [定義を表示
] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。 必要でな くなったら  [閉じる
] をク リ ッ ク します。
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WebLogic Integration で提供される  Application Integration プラグインの
使い方については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照
して ください。

Construct QPA Request XML to Suppliers
このタスク  ノードでは、 サプライヤの QPA 要求 XML メ ッセージを保
持するワークフロー変数 （qpaRequestXMLOne と  qpaRequestXMLTwo）
を作成します。 これらの XML メ ッセージは、 XOCP ビジネス  メ ッセー
ジの一部と してバイヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_BuyerQPAPublic） からサプライヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_SupplierQPAPublic） に送信されます。

サプライヤ ト レーディ ング  パートナは WebLogic Integration の 1 つのイ
ンスタンスに配置され、 このサンプル用に同じパブリ ッ ク  ワークフロー
を共有するので、着信 XOCP メ ッセージの宛先を正し く識別しなければ
な り ません。

そのため、 一意の属性値 （SupplierName） が QPA 要求 XML のルート
要素に追加されます。 SupplierName の値は、 ワークフローで前にある
ノード （supplierLookupOutputXML） の 
CallApplicationViewService:sav.getSupplier イベン ト の結果と し
て返される変数から作成されます。 たとえば、 qpaRequestXMLOne ワー
クフロー変数の SupplierName 属性の値は、 XPath 式に基づいて生成さ
れます。

ToString(XPath("//Row[1]/supplierName/text()", 
$supplierLookupOuputXML))

qpaRequestXMLOne と  qpaRequestXMLTwo の属性および要素を確認する
には、 次の手順に従います。

1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。

3. 次のいずれかのアクシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。

Set workflow variable qpaRequestXMLOne structure

Set workflow variable qpaRequestXMLOne structure

次の図に示す [XML 構造 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。
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図 3-9   [ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボックス

Call BuyerQPAPublic workflow
このタス ク  ノードでは、 WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローを開始して、
QPA 要求 XML ドキュ メ ン ト を格納したワークフロー変数をパブ リ ッ ク  
ワークフローに渡します。 WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローは 
WebLogic Integration B2B 会話 （WLIS_QPAConversation） のイニシ

エータなので、 このタスク  ノードでは、 デフォル ト の ワークフローを
開始 の代わりに、B2B Integration プラグインによって提供される特殊な 
パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ンを使用します。

パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ン と  ワークフローを開始 アク
シ ョ ンとの主要な違いは、 パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ン
を使用する場合にワークフロー テンプレートが動的にバインド されるこ
とです。 WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローでは、 パブリ ッ ク  ワー
クフローを開始 アクシ ョ ンで定義した会話プロパティに基づいて、 実行
時に呼び出すワークフロー テンプレートが決定されます。

また、 B2B エンジンは、 パブリ ッ ク  ワークフローを開始 呼び出しの一
部と して渡された会話情報に基づいて、 WebLogic Integration リポジ ト
リに格納されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト情報を使用して、
呼び出されたワークフローを同じ コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の他
のパブリ ッ ク  ワークフローに関連付けます。
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WebLogic Integration Studio で パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ
ンを定義するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜追加｜統合アクシ ョ ン｜ B2B Integration｜パブリ ッ ク  
ワークフローを開始 ] を選択して、 [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

このノードに対して既に指定されている  パブリ ッ ク  ワークフローを開
始 プロパティ を表示するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。

3. [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] をダブルク リ ッ ク して、 次の図に
示す [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

図 3-10   [パブリ ック  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

上の図で、 WebLogic Integration サンプルの以下のプロパテ ィに注目して くださ
い。
3-38 WebLogic Integration チュート リアル



ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化
� [会話 ] タブ－ WebLogic Integration では、 このタブで指定した情報を使用し
て、 指定された会話の指定されたパーティ間のアグ リーメ ン ト を定義するア
クテ ィブなコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を リポジ ト リ内で見つけます。

� 会話名、 バージ ョ ン、 およびロールは、 それぞれ 
WLIS_QPAConversation、 1.1、 および buyer と して定義されています。

� 会話のパーティは、 ト レーディ ング  パートナの名前 （WLIS_Buyer と  
WLIS_Hub） で指定されています。 関係のあるコラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト の検索で使用する値を、 [名前 ] フ ィールド以外にも、 [ ロール ] 
および [配信チャネル ] フ ィールドに任意で追加する こ と もできます。

BulkLoaderData.xml ファ イルの抜粋については、 コード  リ ス ト  3-3 の 
「BulkLoaderData.xml ファ イルのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 」 を参照
して ください。 この抜粋部分は、 プロセス  エンジンがリポジ ト リ内で検索
し、 [会話 ] タブの指定内容を満たすコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を示
しています。

� [ ワークフロー ] タブ－呼び出されるワークフローに渡す変数は、 [ ワークフ
ロー ] タブで定義します。 こ こで指定する変数名は、 呼び出されるワークフ
ロー （WLIS_BuyerQPAPublic） に対する入力変数と しても指定されます。 変

数は以下のとおりです。

� QPARequestXMLOne －ワークフローで前にある ノードで定義された  
qpaRequestXMLOne 変数の値を格納します。

� QPARequestXMLTwo －ワークフローで前にある ノードで定義された  
qpaRequestXMLTwo 変数の値を格納します。

� QPAPrivateFlowId －パブリ ッ ク  ワークフローを呼び出す 
WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローのインスタンスを識別するワーク
フロー インスタンス  ID です。 ワークフロー テンプレー トの複数のイン
スタンスが実行されている場合があ り ます。 このインスタンス  ID をパブ
リ ッ ク  ワークフローで使用する場合については、 3-49 ページの 「Publish 
Aggregated QPA Response」 を参照して ください。

このノードでは、 サブワークフロー （WLIS_BuyerQPAPublic） も非同期で呼び

出されます。 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [ アクシ ョ ン｜アク
テ ィブ化 ] を選択する と、 以下のアクシ ョ ンがこの順序で指定されます。

1. Start Public Workflow

2. Mark task ìCallBuyerPublic workflowì done
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B2B 会話のワークフローの詳細については、 『B2B Integration ワークフローの作
成』 を参照して ください。

Wait for aggregated QPA Response
このイベン ト  ノードのワークフローでは、 WLIS_BuyerQPAPublic ワー
クフローからの指定した XML イベン ト を待機します。 XML イベン ト
を受け取る と、 XPath 式を使用して  XML を抽出し、 ワークフロー変数
に格納します。 XML は、 AggregatedQPAResponse.dtd ファ イルで定
義されます。 付録 A 「DTD」 には、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンの DTD 
が記載されています。

このノードでは、 このノード用に定義されたキー値表現の 
QPARequestId を使用します。 この表現を使用して、 ノードを呼び出す
ために受け取ったドキュ メ ン トが含まなければならないデータを正確に
指定します。

プライベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate） のインスタンス

が多数ある場合、 適切なワークフロー テンプレー ト  インスタンスの適
切な Wait for aggregated QPA Response ノードを、 QPA プロセスのこの
時点で呼び出す必要があ り ます。 呼び出すノードを格納するワークフ
ロー インスタンスは、 QPARequestId の値で指定されます (3-32 ページ
の 「開始」 のイベン ト  キーの説明を参照）。

Write QPAResponse to File
このアクシ ョ ン ノードでは、 xmlToFile ビジネス オペレーシ ョ ンを使
用して、 両方のサプライヤからの QPA 応答を、 WebLogic Platform のイ
ンス トール ディ レク ト リの次のローカル ファ イルに書き込みます。

                

SAMPLE_HOME\integration\samples\data\AggregatedQPAResponse.
xml

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト
リです。

このローカル フ ァ イルは JSP によって処理されます。

このサンプルのビジネス  オペレーシ ョ ンを確認するには、 Studio のタス
ク  メニューから  [ コンフ ィ グレーシ ョ ン｜ビジネス  オペレーシ ョ ン ] を
選択します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスにビジネ
ス  オペレーシ ョ ンの リ ス ト が表示されます。 ビジネス  オペレーシ ョ ン
をダブルク リ ッ クする と、 詳細を確認できます。 WebLogic Platform の
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インス トール ディ レク ト リの次の場所には、 xmlToFile ビジネス  オペ
レーシ ョ ンに関連する  Java ク ラスがあ り ます。

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\src\examples\wlis\comm
on\util\Utils.java

SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リ を示しま
す。

Wait for PO Request from Web Front
[PO Request] Web ページから  PO 要求を受け取るまでワークフローを待
機させるイベン ト  ノードです。 PO 要求 XML メ ッセージは、 このノー
ドで poRequestXML 変数に割り当てられます。 このノードでは、 その他
に 3 つの変数が割 り当てられます。 これらの変数 （loopNumber、

counter、 および totalAmount） は、 ワークフローの次のノードで使用
されます。

分岐

このノードでは、 評価対象となる条件を指定します。 ワークフローがた
どる経路は、 評価結果によって決ま り ます。 条件の評価が true の場合、
つま り  loopNumber の値がゼロよ り大きい場合、 ワークフローは 
Calculate total amount ノードに進みます。 評価結果が false の場合、 ワー
クフローは Store PO information to the back-end system through WLAI 
ノードに進みます。

Calculate total amount
このタスク  ノードでは、 [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボッ ク
スで定義した式の結果に基づいて、 3 つのワークフローに値を割り当て
ます。 最初に計算される値は、 要求された項目の数量および単価です。
注文の総額は、 数量と単価の積とな り ます。

Store PO Information to backend system through WLAI
このタスク  ノードでは、 WebLogic Integration の Application Integration 
の機能を使用して、 PO 情報をエンタープライズ情報システム （この

ケースでは RDBMS） に入力します。 Studio からは、 このサンプルでも
デプロイ されている  WLISAppView.sav アプ リ ケーシ ョ ン ビューで呼び
出すサービスを選択した り、 サービス要求および応答変数を指定した り
する こ とができます。 なお、 変数は XML 形式で指定する必要があ り ま
す。

このノードから呼び出されるアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスの 
insertPOData および insertLine は、 同時に呼び出されます。 した
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がって、 ワークフローはサービスが応答ドキュ メ ン ト を このノードに返
すのを待ってから完了ノードに進みます。

詳細については、 3-66 ページの 「バイヤの PO プライベート  ワークフ
ロー」 を参照して ください。

バイヤの QPA パブリ ック  ワークフロー

バイヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPublic） は、 バイヤのプラ

イベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate） によって QPA ビジネスプロ
セス向けに開始されます。

次の図は、 WLIS_BuyerQPAPublic ワークフロー テンプレー ト を示しています。

図 3-11   WLIS_BuyerQPAPublic ワークフロー テンプレート

以下の節では、上の図に示した WLIS_BuyerQPAPublic ワークフロー テンプレー
トのノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Compose QPA Request Business Message
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� Send QPA Request to Suppliers

� 1st/2nd QPA Reply Message Receipt

� Extract QPA Responses

� Aggregate both QPA Responses

� Publish Aggregated QPA Response

� 完了

注意 : B2B 会話で呼び出されるワークフロー、つま り  パブリ ッ ク  ワークフロー
に対して会話のプロパティ を定義する必要があ り ます。 パブリ ッ ク  ワー
クフローは、 WebLogic Integration 環境では 協調的ワークフローと も呼
ばれます。 WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローは、 協調的ワークフロー
の一例です。

WLIS_BuyerQPAPublic ワークフロー テンプレートの会話のプロパティ
を確認するには、 Studio の左ペインでテンプレー ト名を右ク リ ッ ク し、
ド ロ ップダウン  メニューから  [ プロパティ ] を選択します。 次の図に示
す [ テンプレー ト定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 3-12   WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローの [ テンプレート定義 ] ダイアロ
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グ ボックス

会話の名前、 バージ ョ ン、 ロール、 およびビジネス  プロ ト コルのバイン
ディ ングが [B2B Integration] タブで定義されています。 このタブでは、
WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローが [会話開始者 ] と して定義されて
います。

開始

QPA 会話を開始します。 WLIS_BuyerQPAPublic ワークフローは、 前の
図で [ テンプレー ト定義 ] ダイアログ ボッ クスで [会話開始者 ] と して
指定されています。 このワークフローは、 バイヤのプライベート  ワーク
フロー （WLIS_BuyerQPAPrivate） によって開始されるので、 呼び出さ

れるワークフローと して定義されます。

このノードで割り当てるワークフロー変数には、 QPA ビジネス  メ ッ
セージの送信先のサプライヤを識別する変数 （FirstSupplierName と  
SecondSupplierName） も含まれます。 このワークフローの Send QPA 
Request to Suppliers ノードを参照して ください。

これらの変数には、 このワークフローに渡された XML メ ッセージから
情報を取 り出す XPath 式を使用して値 （QPARequestXMLOne または 
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QPARequestXMLTwo） が割 り当てられます。 たとえば、 次の XPath 式で
は、 値と して QPARequestXMLOne が割 り当てられます。

XPath("/QPARequest/@SupplierName/text()", 
$QPARequestXMLOne)

Compose QPA Request Business Message
このタスク  ノードでは、 XML ドキュ メ ン ト を XOCP メ ッセージ ペイ
ロードにパッ クするこ とで、 XOCP ビジネス  メ ッセージを作成します。
XML はバイヤのプライベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate）

によって作成され、 QPARequestXMLOne または QPARequestXMLTwo 変数
と してこのワークフローに渡されます。

こ う した メ ッセージを  Studio で作成するには、 B2B Integration プラグイ
ンで提供される  B2B アクシ ョ ンである  ビジネス  メ ッセージの作成アク
シ ョ ンを選択する必要があ り ます。 [ ビジネス  メ ッセージの作成 ] ダイ
アログ ボッ クスには次のよ うにしてアクセスします。

1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。

3. [追加｜統合アクシ ョ ン｜ B2B Integration｜ビジネス  メ ッセージの作
成 ] を選択して、 [ ビジネス  メ ッセージの作成 ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

このノードでは、 2 つのビジネス  メ ッセージ、 QPARequestMessageOne 
および QPARequestMessageTwo が作成されます。 これらは、 Java オブ
ジェ ク ト型の変数と して格納されます。

Send QPA Request to Suppliers
このタスク  ノードで定義したアクシ ョ ンでは、 WLIS_Hub ト レーディ
ング  パートナを経由して、XOCP メ ッセージを 2 つのサプライヤそれぞ
れに送信します。

サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 このタスク  ノードでルータ式を使用
します。 WLIS_Hub は、 [ルータ式の型 ] （このケースでは [ ト レーディ
ング  パートナ名 ]） に基づいて、 QPA 要求 XOCP メ ッセージをサプラ
イヤにルーティ ングします。

このノードで定義されている  [ルータ式 ] を確認するには、 次のよ うに、
[ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クスを呼び出します。
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1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択し、 [ ビジネス  メ ッセージの送信
] をダブルク リ ッ ク します。

 次の図に示すダイアログ  ボッ クスが表示されます。

図 3-13   [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボックス

上の図で、 [ルータ式の型 ] で選択されている値が [ ト レーディ ング  
パートナ名 ] となっており、 [ルータ式 ] の値が FirstSupplierName 変
数に格納されるこ とに注目して ください。 FirstSupplierName および 
SecondSupplierName 変数は、 このワークフローの 開始ノードで割 り
当てられます。

1st/2nd QPA Reply Message Receipt
これらのイベン ト  ノードでは、 ワークフローがサプライヤからの応答を
待機します。 サプライヤは 2 つあるので、 2 つのイベン ト  ノードが定義
されています。 応答メ ッセージを受け取る順序は定義されません。 つま
り、 着信ビジネス  メ ッセージは対象の変数に割 り当てられます。 サプラ
イヤの名前は、 受信後、 ビジネス  メ ッセージ XML から派生します。
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これらのイベン ト  ノードはどちら も  Conversation Event 型です。 いずれ
かのノードをダブルク リ ッ クする と、 次の図に示す [ イベン ト のプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 3-14   B2B 会話のイベント  ノードのプロパティ

ビジネス  メ ッセージを待機しているイベン ト  ノードを、 B2B 会話の他
のト レーディ ング パートナや他のイベン ト  ノード （内部 XML イベン ト
を待つノードなど） から区別するには、待機しているイベン ト  ノードを 
Conversation Event 型と して指定します。 上の図の [ イベン トのプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 最初に受け取る  QPA 応答メ ッセージ
を待機する ノードのプロパティ を定義しています。
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Extract QPA Responses
両方のサプライヤから応答を受け取る と、このタスク  ノードでは XOCP 
メ ッセージ （FirstQPAResponseMessage および 
FirstQPAResponseMessage 変数内） をアンパッ ク します。 アンパッ ク
した メ ッセージから  QPA 応答 XML ドキュ メ ン ト を抽出して、
FirstQPAResponseXML および SecondQPAResponseXML 変数に格納しま
す。

Aggregate both QPA Responses
このタスク  ノードでは、 XML 構造体を作成するこ とで、 ワークフロー
変数を設定 アクシ ョ ンを定義します。 このアクシ ョ ンは、 XML 応答ド
キュ メ ン ト を  1 つの QPA 応答 XML ドキュ メ ン トに集約します。集約さ
れた XML ドキュ メ ン トは、AggregatedQPAReply 変数に格納されます。

このサンプルで作成される  XML ワークフロー変数を [ ワークフロー変
数を設定 ] ダイアログ  ボッ クスで表示するには、 次の手順に従います。

1. ノードをダブルク リ ッ ク します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。

3. このノードで定義されている  ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ン
（Set workflow variable "AggregatedQPAReply" XML structure） をダ
ブルク リ ッ ク して、 次の図に示す [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを呼び出します。
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図 3-15   [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボックス

上の図で、 AggregatedQPAResponse XML が各サプラ イヤの 
QPARequestId、 Creation Date、 および QPA Response で構成されて
いる こ とに注目して ください。

Publish Aggregated QPA Response
このタスク  ノードでは、 Post XML Event アクシ ョ ンを定義します。 こ
のイベン ト を ノードに対して定義するには、 ノードをダブルク リ ッ ク し
て [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスを表示してから、 [追加｜
統合アクシ ョ ン｜ XML イベン ト をポス ト ] を選択します。 このアク
シ ョ ンは、 集約された QPA 応答 （前のノードで定義された 
AggregatedQPAReply 変数） を内部 XML イベン ト と してポス ト しま
す。

内部 XML イベン ト とは、 BPM に対して内部のイベン ト とい う こ とで
す。 このイベン トは、 現在のワークフローまたは別のワークフローのイ
ベン ト を呼び出すか、 またはイベン ト によって呼び出された開始ノード
に対応する別のワークフローを開始します。 送り先は内部にあるので、
XML メ ッセージは BPM が管理している内部 JMS キューに送信されま
す。 内部 JMS キューの JNDI 名は、 com.bea.wlpi.EventQueue です。
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集約された QPA 応答メ ッセージはアドレス指定されたメ ッセージ と呼
ばれ、 特定のワークフロー インスタンスに合わせて永続するこ とを示し
ます。 このケースでは、 アドレス指定にはインスタンス  ID の 
QPAPrivateFlowId を使用します。 このインスタンス  ID は、 このパブ
リ ッ ク  ワークフローを呼び出すプライベート  ワークフローのインスタ
ンスを指定します。 このケースでは、 まず QPAPrivateFlowId インスタ
ンス  ID が、 このパブリ ッ ク  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate）

を呼び出すプラ イベート  ワークフローで指定されます。 3-37 ページの
「Call BuyerQPAPublic workflow」 を参照して ください。 このよ うにし
て、 呼び出し元および呼び出し先のワークフローの各インスタンスを同
期します。

完了

QPA 会話を正常に終了します。 ワークフローの他の完了ノードでは、
ビジネス メ ッセージが Send QPA Request to Suppliers ノードから両方の
サプライヤに送信されなかった場合、 会話は正常に終了しません。

サプライヤサイドの実装

このソ リ ューシ ョ ンを実装するために、 サプライヤは、 バッ クエンドプロセスを
管理するプライベート  ワークフローと、 QPA 会話でメ ッセージの交換を管理す
るパブリ ッ ク  ワークフローを実装します。 この節では、 以下のワークフローに
ついて説明します。

� サプライヤの QPA パブ リ ッ ク  ワークフロー

� サプライヤの QPA プライベート  ワークフロー

サプライヤの QPA パブリ ック  ワークフロー

サプライヤの QPA パブ リ ッ ク  ワークフロー （WLIS_SupplierQPAPublic） は、

WLIS_Hub ト レーディ ング  パートナからのメ ッセージの受信によって開始され
ます。
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次の図は、 WLIS_SupplierQPAPublic ワークフロー テンプレート を示していま
す。

図 3-16   WLIS_SupplierQPAPublic ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  WLIS_SupplierQPAPublic ワークフロー テンプ
レー トのノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Extract Contents of QPA Request Message

� Call WLIS_SupplierOneQPA Private Workflow

� Or 結合

� Call WLIS_SupplierTwoQPA Private Workflow

� Compose and Send QPA Response Message

� Exchange Termination

開始

WLIS_SupplierQPAPublic ワークフローは、 QPA 要求ビジネス メ ッ
セージの受信とい う イベン トによって開始されます。
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Extract Contents of QPA Request Message
最初の ビジネス メ ッセージの要素を抽出 アクシ ョ ンは、 受け取ったビ
ジネス  メ ッセージ （QPARequestMessage 変数） から   XML メ ッセージ
を抽出し、 XML を  QPARequestXML 変数に割り当てます。

このノードで定義されている も う  1 つのアクシ ョ ンは、 QPA 要求の
メ ッセージに対してサプラ イヤの名前を定義するワークフロー変数を設
定します。 このサンプルのサプライヤは、 WebLogic Integration の同じ
インスタンス上に配置され、 QPA 会話で同じロールを持ち、 同じパブ
リ ッ ク  ワークフロー テンプレート を共有しています。 WLIS_Buyer ト
レーディング パートナは、 2 つの XOCP メ ッセージ （各サプラ イヤ用）

を  WLIS_Hub ト レーディ ング パートナ経由で送信します。 このアク
シ ョ ンは、 次の XPath 式を使用して、 受け取った QPA 要求 XML ド
キュ メ ン トから一意な属性値を抽出する こ とで、 変数 （SupplierName）

を設定します。

ToString(XPath("/QPARequest/@SupplierName", 
$QPARequestXML))

Call WLIS_SupplierOneQPA Private Workflow
このワークフローで前にある ノードで設定された SupplierName 変数の
値に基づいて、 このパブリ ッ ク  ワークフローのインスタンスは該当する
サプライヤのプライベート  ワークフロー （このケースでは 
WLIS_SupplierOneQPAPrivate） を開始します。 このアクシ ョ ンは、 プ

ライベート  ワークフローを開始します。 WLIS_BuyerQPAPrivate ワー
クフローの一部と して説明した パブリ ッ ク  ワークフローを開始 アク
シ ョ ン （3-37 ページの 「Call BuyerQPAPublic workflow」） とは異なり ま
す。

ワークフローを開始 アクシ ョ ンを定義するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化｜追加｜ワークフロー アクシ ョ ン｜ワー
クフローを開始 ] を選択して、 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

3. ワークフローの名前を選択して、 他のパラ メータを呼び出して定義し
ます。
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このワークフローのこのノードで定義されている  ワークフローを開始 
アクシ ョ ンを表示するには、 次の手順に従います。

1. ノードをダブルク リ ッ ク します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。

3. このノードで定義されている  ワークフローを開始 アクシ ョ ン（Start 
workflow "WLIS_SupplierOneQPAPrivate"） をダブルク リ ッ ク して、 [
ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボッ クスを呼び出します。

このノードの場合、 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスでは、
WLIS_SupplierOneQPAPrivate ワークフローを  [開始するワークフロー
] フ ィールドに定義できます。 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ  ボッ ク
スには [結果 ] タブもあ り、 このタブには [変数 ] フ ィールドおよび [結
果 ] フ ィールドがあ り ます。 このケースでは、 [変数 ] フ ィールドには 
QPAResponseXML が指定され、 [結果 ] フ ィールドには QPAReplyXML が
指定されています。 [結果 ] タブには、 呼び出されるワークフローの出
力パラ メータ と して定義されている変数が表示されます。 呼び出し元
ワークフローは、 出力パラ メータを使用して、 呼び出されるワークフ
ローからの値を受け取 り ます。

このケースでは、 [結果 ] タブで QPAResponseXML 変数を  QPAReplyXML 
Result (結果 ) に割 り当てます。 Result 値は、
WLIS_SupplierOneQPAPrivate ワークフローの Create QPA Reply XML 
ノードで QPAReplyXML 出力パラ メータに割 り当てられます （3-55 ペー
ジの 「サプラ イヤの QPA プライベート  ワークフロー」 を参照）。

呼び出し元ワークフロー （このケースでは WLIS_SupplierQPAPublic）
は、 値を割 り当ててから次のタスクに進みます。 要約する と、 このノー
ドからプライベート  ワークフローへの呼び出しは同期呼び出しです。

Or 結合
結合ノードです。 呼び出されるワークフロー
（WLIS_SupplierOneQPAPrivate と  WLIS_SupplierTwoQPAPrivate）
は、 同時に呼び出されます。 その結果、 呼び出し元ワークフロー
（WLIS_SupplierQPAPublic） は、 いずれかのプライベート  ワークフ
ローの結果を取得するまで待機します。

Call WLIS_SupplierTwoQPA Private Workflow

このワークフローの Extract Contents of QPA Request Message ノードで設
定された  SupplierName 変数の値に基づいて、 このパブリ ッ ク  ワークフ
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ローのこのインスタンスは該当するサプラ イヤのプラ イベート  ワークフ
ロー （このケースでは WLIS_SupplierTwoQPAPrivate） を開始します。

このノードで実行されるタスクは、 既に説明した  Call 
WLIS_SupplierOneQPA Private Workflow でのタスク と同じですが、 こ
のノードでは WLIS_SupplierTwoQPAPrivate ワークフローが呼び出さ
れる点が異な り ます。

Compose and Send QPA Response Message
このノードの最初のアクシ ョ ンは、 サプラ イヤからの応答メ ッセージを
作成します。 このアクシ ョ ンは、 プラ イベート  ワークフローから  
QPAResponseXML 変数を受け取 り、 応答メ ッセージを  
QPAReplyMessage 出力変数と して構築します。

ビジネス メ ッセージの送信 アクシ ョ ンは、 QPAReplyMessage 変数に割
り当てられるビジネス  メ ッセージを、 WLIS_Hub 経由で WLIS_Buyer 
ト レーディ ング パートナに送信します。 WLIS_Hub は、 [ルータ式の型
] ( このケースでは [ ト レーディ ング  パートナ名 ]) に基づいて、 この 
QPA 要求 XOCP メ ッセージを  WLIS_Buyer ト レーディ ング パートナに
ルーテ ィングします。 このノードで定義されているルータ式を確認する
には、 次のよ うに、 [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ クス
を呼び出します。

1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択し、 [ ビジネス  メ ッセージの送信
] をダブルク リ ッ ク して [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ
クスを表示します。

ダイアログ ボッ クスには、 3 つのタブ （[ メ ッセージ ]、 [ トークン ]、
および [QoS]） があ り ます。 [ メ ッセージ ] タブの以下のパラ メータに注
目して ください。

フ ィールド 値 説明

[ 入力メ ッセージ変数 ] QPAReplyMessage WLIS_Buyer ト レーディング パートナに

送信する  XOCP メ ッセージを格納する  
Java オブジェ ク ト変数。
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Exchange Termination
Conversation Event 型のイベン ト  ノードです。 このノードでは、 QPA 会
話を終了します。

サプライヤの QPA プライベート  ワークフロー

このカテゴ リには、 各サプラ イヤに 1 つずつ、 合わせて 2 つのワークフロー テ
ンプレートがあ り ます。

� WLIS_SupplierOneQPAPrivate

� WLIS_SupplierTwoQPAPrivate

2 つのテンプレートには若干の違いがあ り ます。 詳細については説明しないの
で、 各自で確認して ください。

[ ルータ式の型 ] Trading Partner Name WLIS_Hub は、 ト レーディング パートナ

名に基づいて、 この QPA 応答メ ッセージ

を  WLIS_Buyer ト レーディング パートナ

にルーテ ィングする。

[ ルータ式 ] $QPASenderName この  QPA 応答メ ッセージを受け取る ト
レーディング パー トナは、

QPASenderName 変数の値によって識別
される。

[対象ロール ] バイヤ 会話でのロールを、 メ ッセージを受け取

る ト レーディング パー トナに対して定義

する。

[会話 QoS を使用 ] 未選択 ワークフロー テンプレートが XOCP プロ
ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされてい

るので、 このオプシ ョ ンが用意されてい

る。 このオプシ ョ ンでは、 会話レベルま

たはこの  ビジネス  メ ッセージの送信 ア
クシ ョ ン  レベルで定義されているサービ
ス品質 （Quality of Service） を使用する
かど うかを指定する。 サンプルでは、 プ

ロセス  エンジンは、 この ビジネス  メ ッ
セージの送信 アクシ ョ ン  レベルで定義さ
れている  QoS 情報を使用する。
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サプライヤの QPA プライベート  ワークフローは、サプライヤの QPA パブリ ッ ク  
ワークフロー （WLIS_SupplierQPAPublic） から呼び出されます。

次の図は、 WLIS_SupplierOneQPAPrivate ワークフロー テンプレー ト を示して
います。

図 3-17   WLIS_SupplierOneQPAPrivate ワークフロー テンプレート
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以下の節では、 上の図に示した  WLIS_SupplierOneQPAPrivate ワークフロー テ
ンプレートのノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Extract Variables from QPA Request

� 分岐ノード

� Create QPA Reply XML

開始

このワークフローは呼び出されるワークフローです。 つま り、 サプライ
ヤのパブリ ッ ク  ワークフロー （WLIS_SupplierQPAPublic） によって開

始されます。 selfName とい う変数は、 このノードで設定されます。 こ
のケースでは、 selfName の値は WLIS_SupplierOne です。

Extract Variables from QPA Request
このノードでは、 複数の ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンを定義し
ます。 これらのアクシ ョ ンは XPath 式を使用して、 受け取った QPA 要
求 XML ドキュ メン ト から数量、 単価、 および納品日を抽出し、 データ
をワークフローに割 り当てます。

たとえば単価は、 次の XPath 式を使用して、 受け取った XML ドキュ メ
ン ト から抽出され、 RequestPrice 変数に割り当てられます。

ToString(XPath("//Availability/UnitPrice/text()",
$QPARequestXML))

分岐ノード

ワークフローには、 数量および価格条件を評価する  2 つの分岐ノードが
含まれています。

RequestQuantity
RequestQuantity 変数の内容が評価され、 その結果に従って、
戻り値 （ReplyQuantity） が設定されます。

RequestPrice
RequestPrice 変数の内容が評価され、 その結果に従って、 戻
り値 （ReplyPrice） が設定されます。

図 2-2 の 「[QPA リ クエス トの送信 ] ウ ィ ン ドウ」 と  図 2-5 の 「[PO の
作成 ] ウ ィ ン ドウ」 を見て、 サンプル シナ リオのバイヤが要求した数量
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および単価と、 バイヤがサプライヤから受け取った見積も り を比較して
ください。

Create QPA Reply XML
このタスク  ノードでは、 XML エディ タを使用して、 QPA 応答 XML ド
キュ メ ン ト を作成します。 ドキュ メ ン トは、 このプラ イベート  ワークフ
ローを呼び出したパブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_SupplierQPAPublic） の戻 り ワークフロー変数 （QPAReplyXML）

に割 り当てられます。

QPA 応答 XML ドキュ メ ン トは、QPAResponse.dtd DTD で定義します。
QPA 応答 DTD については、 付録 A 「DTD」 を参照して ください。

QPAReplyXML 変数がこのワークフローで設定される と、 そのワークフ
ローを呼び出したパブリ ッ ク  ワークフローは次のタスクに進みます。
WLIS_SupplierQPAPublic パブ リ ッ ク  ワークフローのこのタスク順序
については、 3-52 ページの 「Call WLIS_SupplierOneQPA Private 
Workflow」 で説明しています。

PO ビジネス プロセス

このサンプル シナ リオのバイヤになったつも りでお読みください。 サプライヤ
からの QPA 応答を確認したら、 いずれかのサプライヤを選択し、 PO ビジネス  
プロセスを開始します。 2-12 ページの 「ステップ 6: 発注書を作成する」 を参照
して ください。 次の図は、 PO ビジネス  プロセスのイベン ト  フローを示していま
す。
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図 3-18   PO ビジネス プロセスのプロセス フロー

上の図のイベン ト をま とめる と、 次のよ うにな り ます。

1. バイヤが発注 （PO） ドキュ メ ン ト を作成します。

2. バイヤが選択したサプラ イヤに PO ドキュ メ ン ト を送信します。

3. サプライヤが PO を受信し、 XML ベースの PO ドキュ メ ン ト をバイナ リ  
データ  ファ イルに変換します。 このサンプルでは、 サプラ イヤの注文管理シ
ステムがバイナ リ  ファ イルを受け取って注文を処理する こ と を前提にしてい
ます。

4. サプライヤが、 別のバイナ リ  データ  ファ イルに基づいて、 XML ベースの 
PO 確認書を作成します。

5. サプライヤがバイヤに PO 確認書を送信します。
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6. バイヤが、 PO 確認書に基づいて、 PO 情報を更新します。

注意 : 上の図は、 PO ビジネス  プロセスの高レベルのビューを示しています。
各サイ ドのプロセスは、 パブ リ ッ ク  ワークフローとプラ イベート  ワーク
フローによって実装されます。 以下の節では、 これらのワークフローに
ついて説明します。

� PO 実装の概要

� バイヤサイ ドの実装

� サプライヤサイ ドの実装

PO 実装の概要

このシナ リオでは、 各 ト レーディング  パートナは、 PO プロセスのプライベート  
ワークフローおよびパブリ ッ ク  ワークフローを実装しています。 サンプルでは、
以下のワークフロー テンプレー トが使用されています。

表 3-6  サンプル PO プロセスのワークフロー

ロール パブリ ック / プライ
ベート

ワークフロー名

バイヤ プラ イベート WLIS_BuyerQPAPrivate

バイヤ プラ イベート WLIS_BuyerPOPrivate

バイヤ パブ リ ッ ク WLIS_BuyerPOPublic

サプライヤ パブ リ ッ ク WLIS_SupplierPOPublic

注意 : シナリオのバイヤはどちら も

同じパブ リ ッ ク  ワークフロー
を使用します。

サプラ イヤ プラ イベート WLIS_SupplierOnePOPrivate

サプライヤ プラ イベート WLIS_SupplierTwoPOPrivate
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このサンプルの PO 実装では、 アプ リ ケーシ ョ ン統合、 データ統合、 およびビジ
ネス  プロセス管理に関して WebLogic Integration のサポート を必要と します。 こ
の節では、 PO ワークフローについて説明します。 バッ クエンド  アプリ ケーシ ョ
ンおよび異種データ形式との統合についても説明します。 このシナ リオの PO ビ
ジネス  プロセスにあてはめた場合のアプリ ケーシ ョ ン統合およびデータ統合機
能の詳細については、 3-83 ページの 「Application Integration と  Data Integration」
を参照して ください。

次の図は、PO ビジネス  プロセスに関与する ト レーディング  パートナ間のデータ  
フローを示しています。

図 3-19   PO ビジネス プロセスのデータ フロー

バイヤサイ トおよびサプライヤサイ ドの実装の詳細については、 3-64 ページの
「バイヤサイ ドの実装」 と  3-50 ページの 「サプラ イヤサイ ドの実装」 を参照して

ください。

ト レーディング パートナ、 ワークフロー、 およびバッ クエンド  システムの間の
データ  フローをま とめる と、 次のイベン ト  シーケンスにな り ます。
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1. PO ビジネス  プロセスは、 バイヤがサプライヤを選択し、 発注書を作成する
と開始されます。 2-12 ページの 「ステップ 6: 発注書を作成する」 を参照して
ください。

JSP は、 パーティ  ID、 単価、 数量、 出荷日などの PO 要求情報を抽出し、
XML メ ッセージに入れます。 XML メ ッセージは、 BPM JMS キューにポス
ト されます。

2. XML イベン トのサブスク ライバであるバイヤのプラ イベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerQPAPrivate） は、 イベン トがポス ト される と呼び出されます。

WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ
ン ビューの  insertPO サービスを呼び出して、 PO 情報をエンタープライズ
情報システム （EIS） に挿入します。 このサンプルでは、 RDBMS が EIS に
該当します。 WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ ン ビューは、 サンプルの設
定時に、 サービスおよびイベン ト と一緒に WebLogic Integration でコンフ ィ
グレーシ ョ ンされてデプロイ されます。

3. EIS は、 PO 情報を含むイベン ト を  WebLogic Integration プロセス  エンジン
に送信します。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン トは、 バイヤの PO プロセス用プラ イベー
ト  ワークフロー （WLIS_BuyerPOPrivate） を開始します。

4. WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローは、 バイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_BuyerPOPublic） を開始します。

5. WLIS_BuyerPOPublic は、 XOCP メ ッセージをサプライヤのパブ リ ッ ク  ワー
クフロー （WLIS_SupplierPOPublic） に送信します。 このステップは PO 会
話を開始します。

WLIS_Hub ト レーディ ング  パートナは、 自身と  WLIS_Buyer 間で登録され
ているコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トに基づいて、 送り先の ト レーディ ン
グ  パートナ （WLIS_Buyer） にメ ッセージをルーティ ングします。

注意 : このステップでは、 WLIS_Hub ト レーディング  パートナはロールを
変えて、 自身とバイヤ間のコ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの代理
サプライヤとな り ます。

6. サプライヤサイ ドでは、 サプライヤが XOCP メ ッセージを受信する と、 サプ
ライヤのパブ リ ッ ク  フロー （WLIS_SupplierPOPublic） インスタンスが開

始されます。
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WLIS_SupplierPOPublic ワークフローは、 サプライヤのプライベート  ワー
クフロー （WLIS_SupplierOnePOPrivate または 
WLIS_SupplierTwoPOPrivate） を開始します。

7. 選択したサプライヤのプライベート  ワークフローは、 以下の処理を実行しま
す。

a. WebLogic Integration の Data Integration の機能を使用して、 受け取った 
XML PO データをバイナ リ  データに変換します。

b. PO 確認書をバイナ リ形式で作成します。

c. PO 確認書をバイナ リ形式から  XML に変換します。

8. サプライヤのプライベート  ワークフローは、 PO 確認 XML データを  
WLIS_SupplierPOPublic ワークフローに返します。

9. WLIS_SupplierPOPublic ワークフローは、 PO 確認書の情報を  XOCP メ ッ
セージにラ ップして、 バイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_BuyerPOPublic） に送信します。

10. WLIS_BuyerPOPublic ワークフローは XOCP メ ッセージを受信し、 XML コ
ンテンツを抽出し、 XML イベン ト をバイヤのプラ イベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerPOPrivate） に送信します。

このステップは、 PO 会話が終了したこ と を示します。

11. WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローは、 WebLogic Integration で提供される
アプ リ ケーシ ョ ン統合フレームワークを使用して、 PO 確認書と して提供さ
れたデータに基づいて EIS 内の PO 情報を更新します。 また、 このワークフ
ローは、 PO 確認書の情報を  POAcknowledgement.xml ファ イルに書き込み
ます。

12. JSP は POAcknowledgement.xml フ ァ イルを読み出し、 その内容を  [PO の確
定 ] ウ ィン ド ウに表示します。 2-14 ページの 「ステップ 8: 発注確認書を確認
する」 を参照して ください。

このステップは、 PO ビジネス  プロセスが終了したこ と を示します。
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バイヤサイドの実装

サンプル シナ リオのバイヤ （GCS） は、 ビジネス  ト ランザクシ ョ ンを操作する
ための Web ユーザ インタフェース、 バイヤのバッ クエンド  プロセスを管理する
ためのプラ イベート  ワークフロー、および PO 会話でのメ ッセージ交換を管理す
るパブリ ッ ク  ワークフローを実装しています。 WLIS_Buyer ト レーディ ング 
パートナは、 PO 情報を  RDBMS に格納します。

WebLogic Integration で提供されるアプ リ ケーシ ョ ン統合フレームワークを使用
するこ とで、 PO ビジネス  プロセスのワークフローと  RDBMS との統合が可能に
な り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの統合をサポートするため、 サンプル ド メ インを
セッ ト アップおよびコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビュー （WLISAppView.sav） がデプロイ されます。 サンプル ド メ インのセッ ト
アップについては、 2-4 ページの 「ステップ 1A : RunSamples スク リプ ト を起動
する」 を参照して ください。

この節では、バイヤサイ ドの PO ビジネス  プロセスの以下のコンポーネン トにつ
いて説明します。

� バイヤサイ ドの Web ユーザ インタフェース

� バイヤの PO プライベート  ワークフロー

� バイヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー

バイヤサイ ドの Web ユーザ インタフェース

バイヤサイ ドの実装用の Web ブラウザとバイヤサイ ド  ワークフローとの
会話は、 QPA ビジネス  プロセスの場合と似ています。 Java Server Pages 
(JSP) と  JSP タグ  ラ イブラ リ を使用して、 PO プロセスを開始し、 要求お
よび応答データを  Web ブラウザに表示します。 PO ビジネス  プロセスに
関連する ソース  ファ イルは、 次の表に示したディ レク ト リにあ り ます。
SAMPLES_HOME は WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リ を示しま
す。
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表 3-7  PO プロセスのソース ファイル

WebLogic Integration のインストール ディ レク ト リ内の
場所

ソース ファイル

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\src\
examples\wlis\tags

� CreatePOTag.java

� CheckPOTag.java

� CheckPOAckTag.java

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\web � CreatePO.jsp

� CheckPO.jsp

� CheckPOAck.jsp

� WaitPOCreated.htm

� WaitPOAck.htm

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\lib\xsl � ProcessPO.xsl

� ProcessPOAck.xsl
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バイヤの PO プライベート  ワークフロー

WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローは、 以下の主要なタスクを実行します。

� プロセス エンジンから、 バイヤの EIS からの PO 情報を格納した insertPO 
イベン ト を受け取り ます。 insertPO イベン トは、 WLISAppView.sav アプリ
ケーシ ョ ン  ビュー用に定義されているイベン ト です。

� EIS から  PO 情報を取り出します。

� PO 情報を  XOCP ビジネス  メ ッセージにラ ップします。

� バイヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー （WLIS_BuyerPOPublic） を呼び出しま

す。 このワークフローが PO 情報をサプライヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_SupplierPOPublic） に送信するこ とで、 PO会話が開始されます。

� サプライヤからの PO 確認情報を待機します。

� WebLogic Integration で提供されるアプリ ケーシ ョ ン統合フレームワークを
使用し、 PO 確認書に基づいて EIS 内の PO 情報を更新します。

� PO 確認情報を  POAcknowledgement.xml ファ イルに書き込みます。

次の図は、 WLIS_BuyerPOPrivate ワークフロー テンプレー ト を示しています。

図 3-20   WLIS_BuyerPOPrivate ワークフロー テンプレート
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以下の節では、上の図に示した  WLIS_BuyerPOPrivate ワークフロー テンプレー
トのノードの主要なタスクおよびイベン ト について定義します。

� 開始

� Retrieve PO Data

� Write PO to file

� バイヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー

� Wait for PO acknowledgement

� Write POAcktoFile & UpdateDB

開始
バイヤの QPA プラ イベート  ワークフロー （WLIS_BuyerQPAPrivate）

の最後のタスクは、 3-31 ページの 「バイヤの QPA プライベート  ワーク
フロー」 で説明したよ うに、 このサンプル アプリ ケーシ ョ ン用にデプロ
イ された WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ ン  ビューで定義されている  
insertPO サービスを使用して、 PO 情報を  EIS システムに入力する こ と
です。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの詳細については、 3-84 ページの
「Application Integration」 を参照して ください。

続いて、 EIS はアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を使用して、
WebLogic Integration プロセス  エンジンにイベン ト をポス ト します。 イ
ベン ト （WLISAppView.sav.insertPOEvent） によって、

WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローがこの開始ノードから開始されま
す。

このノードの [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 このワー
クフローをアプ リ ケーシ ョ ン統合イベン ト 、 つま り  WLISAppView.sav 
アプ リ ケーシ ョ ン ビューで定義されている  insertPO とい う イベン ト で
開始するこ とが指定されています。
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この開始ノードをダブルク リ ッ ク して、 次の図に示す [開始のプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

図 3-21   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

上の図の [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスにある  [] フ ィールド
に aiEventXML 変数が指定されているこ とに注目して ください。 このイ
ベン トのデータ形式は XML で、 イベン ト  スキーマは XML スキーマ言
語によって定義されます。 開始ノードがアプ リ ケーシ ョ ン ビューから
データを受け取る と、 データは aiEventXML 変数に格納されます。

注意 : イベン ト  ドキュ メ ン ト の XML スキーマを調べるには、 [開始のプロ
パティ ] ダイアログ ボッ クスの [定義を表示 ] をク リ ッ ク します。
3-68 WebLogic Integration チュート リアル



ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化
ワークフロー変数 （PONumber） は、 PO データから  PO 番号を取得する
次の XPath 式を使用して、 このノードで設定されます。

XPath("/PURCHASEORDER.insert/PONUMBER/text()",$aiEventXML) 

Retrieve PO Data
このタスク  ノードでは、 以下のアクシ ョ ンを実行します。

1. ワークフロー変数を作成します。

2. アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出して、 EIS から  PO 情報を
取り出します。

このタスク  ノードは、 Lookup 2nd Tier suppliers for requested items とい
う ノードに用意されている ものと同じ手順を使用して、 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューのサービスを呼び出すよ うに設定されています。 3-31 ページ
の 「バイヤの QPA プラ イベート  ワークフロー」 を参照して ください。

WebLogic Integration で提供される  Application Integration プラグインの
使い方については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照
して ください。

Write PO to file
このアクシ ョ ン  ノードでは、 xmlToFile ビジネス  オペレーシ ョ ンを使
用して、 PO をローカル ファ イル
（SAMPLE_HOME\integration\samples/config/samples/data/
PO.xml） に書き込みます。 このローカル ファ イルは JSP によって処理
されます。

このサンプルのビジネス  オペレーシ ョ ンを確認するには、 Studio のタス
ク  メニューから  [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス  オペレーシ ョ ン ] を
選択します。 [] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 ビジネス  オペ
レーシ ョ ンをダブルク リ ッ クする と、 詳細を確認できます。 WebLogic 
Platform のインス トール ディ レ ク ト リの次の場所には、 xmlToFile ビジ
ネス  オペレーシ ョ ンに関連する  Java ク ラスがあ り ます。

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\src\examples\wlis\
common\util\Utils.java

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト
リです。
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バイヤの PO パブリ ック ワークフロー
このタスク  ノードでは、 バイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー
（WLIS_BuyerPOPublic） を非同期で開始して、 QPA 要求 XML ドキュ
メ ン ト を格納したワークフロー変数をパブリ ッ ク  ワークフローに渡しま
す。 WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローは WebLogic Integration B2B 
会話 （WLIS_POConversation） の開始者なので、 このタスク  ノードで
は、 デフォル トの ワークフローを開始 の代わりに、 B2B Integration プ
ラグインによって提供される特殊な パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ア
クシ ョ ンを使用します。

パブリ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ン と  ワークフローを開始 アク
シ ョ ン との主要な違いは、 パブリ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ン
を使用する場合にワークフロー テンプレー トが動的にバインド される こ
とです。 WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローでは、 パブ リ ッ ク  ワーク
フローを開始 アクシ ョ ンで定義した会話プロパティに基づいて、 実行時
に呼び出すワークフロー テンプレー トが決定されます。

また、 B2B エンジンは、 パブリ ッ ク  ワークフローを開始 呼び出しの一
部と して渡された会話情報に基づいて、 WebLogic Integration リポジ ト
リに格納されているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト情報を使用して、
呼び出されたワークフローを同じコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの他
のパブリ ッ ク  ワークフローに関連付けます。

WebLogic Integration Studio で パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ
ンを定義するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜追加｜統合アクシ ョ ン｜ B2B Integration｜パブリ ッ ク  
ワークフローを開始 ] を選択して、 [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

このノードに対して既に指定されている  パブリ ッ ク  ワークフローを開
始 プロパティ を表示するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択します。
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3. [パブリ ッ ク  ワークフローを開始 ] をダブルク リ ッ ク して、 次の図に
示す [パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

図 3-22   [パブリック ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

上の図で、 パブ リ ッ ク  ワークフローを開始 アクシ ョ ン用の以下のパラ メータに
注目して ください。

� [会話 ] タブ－ WebLogic Integration では、 このタブで指定した情報を使用し
て、 指定された会話の指定されたパーティ間のアグ リーメ ン ト を定義するア
クテ ィブなコラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を リ ポジ ト リ内で見つけます。

� 会話名、 バージ ョ ン、 およびロールは、 それぞれ 
WLIS_POConversation、 1.1、 および buyer と して定義されています。

� 会話のパーティは、 ト レーディ ング  パートナの名前 （WLIS_Buyer と  
WLIS_Hub） で指定されています。 関係のあるコラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト の検索で使用する値を、 [名前 ] フ ィールド以外にも、 [ ロール ] 
および [配信チャネル ] フ ィールドに任意で追加する こ と もできます。

� [ ワークフロー ] タブ－呼び出されるワークフローに渡す変数は、 [ ワークフ
ロー ] タブで定義します。 こ こで指定する変数名は、 呼び出されるワークフ
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ロー （WLIS_BuyerPOPublic） に対する入力変数と しても指定されます。 変

数は以下のとおりです。

� POxml － Retrieve PO Data ノード （3-69 ページの 「Retrieve PO Data」 を
参照） で定義された purchaseOrderXML 変数の値を格納します。

� POPrivateFlowId －パブリ ッ ク  ワークフローを呼び出す 
WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローのインスタンスを指定するワークフ
ロー インスタンス  ID です。 ワークフロー テンプレー トの複数のインス
タンスが実行されている場合があ り ます。 このインスタンス  ID をパブ
リ ッ ク  ワークフローで使用する場合については、 3-76 ページの 「Send 
PO Acknowledgement to PO Private Workflow」 を参照して ください。

Wait for PO acknowledgement
このイベン ト  ノードのワークフローでは、 WLIS_BuyerPOPublic ワーク
フローからの指定した  XML イベン ト を待機します。 このノードでは、
キー値表現を使用して、 ノードを呼び出すために受け取ったドキュ メ ン
ト が含まなければならないデータを正確に指定します。 このノードに定
義されているキー値表現は、 PONumber です。 PONumber キー値は、
WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローの開始ノードで設定されます。
3-67 ページの 「開始」 を参照。

バイヤのプライベート  ワークフロー （WLIS_BuyerPOPrivate） のイン

スタンスが多数ある場合、 適切なワークフロー テンプレー ト  インスタ
ンスの適切な Wait for PO Acknowledgement ノードを、PO プロセスのこ
の時点で呼び出す必要があ り ます。 呼び出すノードを格納するワークフ
ロー インスタンスは、 PONumber の値で指定されます。 3-32 ページの
「開始」 のイベン ト  キーの説明を参照して ください。

Write POAcktoFile & UpdateDB
このタスク  ノードで実行されるアクシ ョ ンは、 以下のとおりです。

xmlToFile ビジネス オペレーシ ョ ンを実行する

このビジネス オペレーシ ョ ンでは、 PO 確認 XML データが 次
のファ イルに書き込まれます。

SAMPLE_HOME\integration\samples\data\
POAcknowledgement.xml

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル 
ディ レク ト リです。
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ワークフロー変数 「updatePOXML」 を XML 構造に設定する
XML ドキュ メン ト を作成し、 その内容を  XML 型の 
updatePOXML 変数に格納します。

アプリケーシ ョ ン  ビュー サービスを呼び出す
WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ ン ビューの updatePOData 
サービスを呼び出し、 PO データを使用して RDBMS を更新し
ます。

バイヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー

WLIS_BuyerPOPublic ワークフローの主なタスクは、 発注会話
（WLIS_POConversation） で XOCP ビジネス  メ ッセージを送受信する こ とです。

次の図は、 WLIS_BuyerPOPublic ワークフロー テンプレー ト を示しています。

図 3-23   WLIS_BuyerPOPublic ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  WLIS_BuyerPOPublic ワークフロー テンプレー
トのノードの主要なタスクおよびイベン ト について定義します。

� 開始

� Send PO to Selected Supplier
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� Wait for PO Acknowledgement from Supplier

� Send PO Acknowledgement to PO Private Workflow

� 完了

開始

このワークフローは、 3-70 ページの 「バイヤの PO パブ リ ッ ク  ワークフ
ロー」 で説明したよ うに、 バイヤのプライベート  ワークフロー
（WLIS_BuyerPOPrivate） によって開始されます。 バイヤの PO パブ
リ ッ ク  ワークフロー ノードの [ ワークフロー] タブで指定された  POxml 
変数は、 このワークフローの入力変数です。 サプライヤ名を格納する
ワークフロー変数 （SupplierName） は、 次の XPath 式を使用して、 こ
のノードで設定されます。

ToString(XPath("//SupplierName/text()", $POxml))

Send PO to Selected Supplier
このノードで定義されている最初のアクシ ョ ンは、 ビジネス メ ッセージ
の作成です。 このアクシ ョ ンは、 バイヤから選択したサプラ イヤに送信
する  PO メ ッセージを作成します。 このアクシ ョ ンは、 プライベート  
ワークフローから  POxml 変数を受け取り、 応答メ ッセージを  
POXOCPMessage 出力変数と して構築します。

このノードには、 ビジネス  メ ッセージの送信 アクシ ョ ンも定義されて
います。 PO メ ッセージ （POXOCPMessage） は、 WLIS_Hub ト レーディ
ング パートナを介してルーティ ングされます。 WLIS_Hub ト レーディ
ング パートナは、 このノードで定義される  [ルータ式の型 ] ( このケー
スでは [ ト レーディ ング パートナ名 ]) に基づいて、 メ ッセージをルー
ティ ングします。 このノードで定義されているルータ式を確認するに
は、 次のよ うに、 [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] ダイアログ ボッ クスを
呼び出します。

1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択し、 [ ビジネス  メ ッセージの送信
] をダブルク リ ッ ク して [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ
クスを表示します。

ダイアログ ボッ クスには、 3 つのタブ （[ メ ッセージ ]、 [ トークン ]、
および [QoS]） があ り ます。 [ メ ッセージ ] タブの以下のパラ メータに注
目して ください。
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Wait for PO Acknowledgement from Supplier
このノードは会話イベン ト  ノードです。 パブ リ ッ ク  ワークフローは、
サプライヤから  PO 確認 XOCP メ ッセージが返されるのをこのノードで
待機します。 確認メ ッセージは、 POXOCPMsg とい う  Java オブジェ ク ト
変数に割り当てられます。

フ ィールド 値 説明

[ 入力メ ッセージ変数 ] POXOCPMessage 選択したサプラ イヤに送信する  XOCP 
メ ッセージを格納する  Java オブジェク ト

変数。

[ ルータ式の型 ] Trading Partner Name WLIS_Hub は、 ト レーディング パートナ

名に基づいて、 この PO メ ッセージを選

択したサプライヤ ト レーディング  パート

ナにルーテ ィングする。

[ ルータ式 ] $SupplierName PO メ ッセージを受け取る ト レーディン

グ パートナは、 SupplierName 変数の値

によって識別される。 SupplierName 変
数は、 このワークフローの開始ノードで

設定される。

[ 対象ロール ] サプライヤ 会話でのロールを、 メ ッセージを受け取

る ト レーディング パー トナに対して定義

する。

[ 会話 QoS を使用 ] 未選択 ワークフロー テンプレートが XOCP プロ

ト コルでコンフ ィグレーシ ョ ンされてい

るので、 このオプシ ョ ンが用意されてい

る。 このオプシ ョ ンでは、 会話レベルま

たはこの  ビジネス  メ ッセージの送信 ア
クシ ョ ン  レベルで定義されているサービ

ス品質 （Quality of Service） を使用する

かど うかを指定する。 このケースでは、

プロセス  エンジンは、 この ビジネス  
メ ッセージの送信 アクシ ョ ン  レベルで定

義されている  QoS 情報を使用する。
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Send PO Acknowledgement to PO Private Workflow
このノードで定義されている最初のアクシ ョ ン （ビジネス  メ ッセージの
要素を抽出） は、 選択したサプライヤから受け取った PO 応答 XOCP 
メ ッセージからビジネス  メ ッセージ部分を抽出します。 次に、 XML コ
ンテンツを POReplyXML 変数に割り当てます。

このノードの別のアクシ ョ ンは、 PO 確認書 （POReplyXML 変数） を内部
の XML イベン ト と して PO プライベート  ワークフローにポス トする  
XML イベン ト をポス ト  アクシ ョ ンを定義します。 サンプル シナリオで
は、 この内部 XML イベン トによって、 別のワークフローが呼び出され
ます。 送り先は BPM の内部にあるので、 XML メ ッセージは BPM が管
理している内部 JMS キューに送信されます。

ワークフロー ノードに対して XML イベン ト  アクシ ョ ンをポス トするに
は、 次の手順に従います。

1. ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

2. [追加｜統合アクシ ョ ン｜ XML イベン ト をポス ト ] を選択して、
[XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

このノードに対して [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスで既
に定義されているパラ メータを表示するには、 次の手順に従います。

1. ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択し、 [内部 XML イベン ト をポス
ト ] をダブルク リ ッ ク して  [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ ク
スを表示します。

このケースでは、 XML メ ッセージは POReplyXML 変数に格納されます。
この PO 確認メ ッセージは アドレス指定されたメ ッセージ  と呼ばれ、特
定のワークフロー インスタンスに合わせて永続するこ とを示します。 サ
ンプル シナリオでは、 アドレス指定にはインスタンス  ID の 
POPrivateFlowId を使用します。 このインスタンス  ID は、 このパブ
リ ッ ク  ワークフローを呼び出したプライベート  ワークフローのインス
タンスを指定します。 POPrivateFlowId インスタンス  ID は、
WLIS_BuyerPOPrivate ワークフロー、 つま り このパブリ ッ ク  ワークフ
ローを呼び出したプラ イベート  ワークフローによって指定されます
（3-70 ページの 「バイヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー」 を参照）。 この
3-76 WebLogic Integration チュート リアル



ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル化
よ うにして、 呼び出し元および呼び出し先のワークフローの各インスタ
ンスを同期します。

完了

PO 会話を正常に終了します。 ワークフローが発注書をサプラ イヤに送
信できなかった場合、 ワークフローの別の完了ノードでは、 会話は正常
に終了しません。

サプライヤサイドの実装

このシナリオでは、 各サプラ イヤは、 自身のバッ クエンド  プロセスを統合する
ためのプライベート  ワークフローと、 PO 会話でのメ ッセージ交換を管理するた
めのパブリ ッ ク  ワークフローを実装しています。 この節では、 以下のワークフ
ローについて説明します。

� サプライヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー

� サプライヤの PO プラ イベート  ワークフロー

サプライヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー

PO パブリ ッ ク  ワークフロー （WLIS_SupplierPOPublic） は、 バイヤの PO パブ
リ ッ ク  ワークフロー （WLIS_BuyerPOPrivate） から  XOCP ビジネス メ ッセージ
を受信した時点で開始されます。
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次の図は、 WLIS_SupplierPOPublic ワークフロー テンプレー ト を示していま
す。

図 3-24   WLIS_SupplierPOPublic ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した WLIS_SupplierPOPublic ワークフロー テンプ
レー トのノードの主要なタスクおよびイベン ト について定義します。

� 開始

� Extract PO from incoming XOCP message

� Call WLIS_SupplierOne PO private workflow

� Send PO Acknowledgement

� Wait for Conversation Termination

� 完了

開始

このワークフローは、 サプライヤがバイヤの PO パブ リ ッ ク  ワークフ
ロー （WLIS_BuyerPOPublic） から  XOCP ビジネス メ ッセージを受信し
たと きに開始されます。 このメ ッセージは、 PO 会話
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（WLIS_POConversation） で交換される複数のメ ッセージのうちの 1 つ
です。

Extract PO from incoming XOCP message
このノードの最初のアクシ ョ ンでは、 WLIS_BuyerPOPublic ワークフ
ローから受け取った  XOCP メ ッセージから メ ッセージ部分を抽出しま
す。 XML は、 PODataXML 変数に割り当てられます。

次いで、 SupplierName のワークフロー変数式が設定されます。 サプラ
イヤ名は受け取った  PO XML から派生し、 次の XPath 式を使用して 
SupplierName に割り当てられます。

ToString(XPath("/PurchaseOrder/SupplierInformation/Supplier
Name/text()", $PODataXML))

Call WLIS_SupplierOne PO private workflow
受け取った PO XML ドキュ メ ン ト から抽出され、 サプライヤ名を指定
する一意の属性値 （SupplierName） に基づいて、 ワークフローは適切

なタスク  ノードに進み、 WLIS_SupplierOne または WLIS_SupplierTwo 
の PO プラ イベート  ワークフローを開始します。

[ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスのアクシ ョ ンは、 いずれの
ノードでも  ワークフローを開始 アクシ ョ ンです。 [ タスク  プロパティ ] 
ダイアログ  ボッ クスで、 [追加｜ワークフロー アクシ ョ ン｜ワークフ
ローを開始 ] を選択します。 ワークフローを開始 アクシ ョ ンを追加する
場合、 呼び出すワークフローの名前を選択します。

たとえばこのノードでは、 WLIS_SupplierOnePOPrivate ワークフロー
が [ ワークフローを開始 ] ダイアログ  ボッ クスで選択されています。 [
ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスでは、 このアクシ ョ ンに関し
て、 この他に [結果 ] タブで変数が指定されています。 このタブには、
呼び出されるワークフローの出力パラ メータ と して定義されている変数
が表示されます。 呼び出し元ワークフローは、 出力パラ メータを使用し
て、 呼び出されるワークフローからの値を受け取り ます。

このケースでは、 結果は、 WLIS_SupplierOnePOPrivate ワークフロー
の最後から  2 番目のノード （3-83 ページの 「Get PO Ack and transform 
into XML」） の POAck_XML 出力パラ メータに割り当てられます。 呼び出
し元ワークフローは、 値を割り当ててから次のタスクに進みます。 した
がって、 WLIS_SupplierPOPublic ワークフローからプライベート  ワー
クフロー （WLIS_SupplierOnePOPrivate または 
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WLIS_SupplierTwoPOPrivate） への呼び出しは、 同期呼び出し とな り

ます。

Send PO Acknowledgement
このノードは、 PO 確認書をサプライヤのプライベート  ワークフローか
ら受け取り、 XOCP メ ッセージにラ ップして、 PO 確認ビジネス  メ ッ
セージを  WLIS_Buyer ト レーディ ング パートナに送信します。 ビジネ
ス  メ ッセージは、 このノードで定義されたルータ式の入力値 （このケー

スではト レーディ ング  パートナの名前） に基づいて、 WLIS_Hub 経由
でルーティ ングされます。 Send PO Acknowledgement ノードで定義され
ているルータ式を確認するには、 次のよ うに、 [ ビジネス メ ッセージの
送信 ] ダイアログ ボッ クスを呼び出します。

1. このノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜アクテ ィブ化 ] を選択し、 [ ビジネス  メ ッセージの送信
] をダブルク リ ッ ク して [ ビジネス メ ッセージの送信 ] ダイアログ  ボッ
クスを表示します。

ダイアログ ボッ クスには、 3 つのタブ （[ メ ッセージ ]、 [ トークン ]、
および [QoS]） があ り ます。 [ メ ッセージ ] タブの以下のパラ メータに注
目して ください。

フ ィールド 値 説明

[ 入力メ ッセージ変数 ] POreplyXOCPMsg バイヤ ト レーディング パートナに送信す

る  XOCP メ ッセージを格納する  Java オブ
ジェク ト変数。

[ ルータ式の型 ] Trading Partner Name WLIS_Hub は、 ト レーディング  パートナ

名に基づいて、 この PO メ ッセージをバ
イヤ  ト レーディング パートナにルーテ ィ

ングする。

[ ルータ式 ] $POBuyerName PO 応答メ ッセージを受け取る ト レー

ディング パートナは、 POBuyerName 変
数の値によって識別される。

POBuyerName 変数は、 このワークフロー

の開始ノードで設定される。
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Wait for Conversation Termination
システムは、 会話が終了するまで待機します。 PO 会話を終了するのは、
会話を開始するワークフロー （WLIS_BuyerPOPublic） です。 「3-73 
ページの 「バイヤの PO パブリ ッ ク  ワークフロー」」 を参照。

完了

このノードでは、 ワークフローは会話を終了します。

サプライヤの PO プライベート  ワークフロー

サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 PO プロセスのサプライヤ用に、
WLIS_SupplierOnePOPrivate と  WLIS_SupplierTwoPOPrivate とい うプライ
ベート  ワークフロー テンプレー トが定義されています。 これらのテンプレー ト
はほぼ同じです。

次の図は、 WLIS_SupplierOnePOPrivate ワークフロー テンプレート を示してい
ます。

図 3-25   WLIS_SupplierOnePOPrivate ワークフロー テンプレート

以下の節では、 上の図に示した  WLIS_SupplierOnePOPrivate ワークフロー テ
ンプレートのノードの主要なタスクおよびイベン トについて定義します。

� 開始

� Transform and persist PO

[対象ロール ] バイヤ 会話でのロールを、 メ ッセージを受け取

る ト レーディング パー トナに対して定義
する。
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� Create POAck from PO

� Get PO Ack and transform into XML

開始

このプライベート  ワークフローは、サプライヤの PO パブリ ッ ク  ワーク
フロー （WLIS_SupplierPOPublic） から呼び出されたと きにこのノー

ドで開始されます。

Transform and persist PO
WLIS_SupplierOne は発注情報をバイナリ  データ と して保持しますが、
PO は XML 形式でバイヤから送信されます。 このノードでは、 ワーク
フローは、 WebLogic Integration の Data Integration の機能を使用して、
受け取った XML データをバイナ リ  データに変換し、 サプライヤのシス
テムで認識できるよ うにします。 この変換には、 Data Integration プラグ
インによって提供される  Studio のアクシ ョ ンを使用します。

Studio でデータ統合アクシ ョ ンを定義するには、 次の手順に従います。

1. タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スを表示します。

2. [ アクシ ョ ン｜追加｜統合アクシ ョ ン｜データ統合 ] を選択します。

3. [Translate Binary to XML] または [Translate XML to Binary] オプシ ョ ン
を選択します。

このケースでは、 データ統合アクシ ョ ンは [Translate XML to Binary] に
該当します。

このノードでは、 変換後のバイナリ  データをファ イル システムに書き
込むビジネス オペレーシ ョ ン （binary to file） も定義されています。
このシナリオの場合、 バッ クエンド  ERP システムがファ イル システム
の役割を果たします。 このビジネス  オペレーシ ョ ン用の Java ク ラスは 
examples.wlis.common.util.Utils です。

Create POAck from PO
このノードでは、 バイナリ  PO データに基づいて PO 確認メ ッセージを
バイナリ形式で作成するビジネス  オペレーシ ョ ン（create POAck from 
PO） が定義されています。 このビジネス  オペレーシ ョ ン用の Java ク ラ
スは examples.wlis.common.util.Utils です。
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Get PO Ack and transform into XML
このノードで定義されている最初のアクシ ョ ンは、 Perform ビジネス  オ
ペレーシ ョ ンです。 ビジネス  オペレーシ ョ ン （file to binary） は、

ファ イル システムから  PO 確認バイナリ  データを読み出します。読み出
されたデータは、 POAckbinary 変数に割り当てられます。

次いで、 このノードでは、 WebLogic Integration の Data Integration の機
能を使用して、 PO 確認バイナリ  データを XML に変換します。 この変
換には、 Data Integration プラグインによって提供される  Translate XML 
to Binary アクシ ョ ンを使用します。

変換アクシ ョ ンは、 POAckbinary 変数を入力と して受け取り、 変換結果
を  POAck_XML 変数に割り当てます。 POAck_XML 変数をこのよ うに割り
当てたら、 このプライベート  ワークフローを呼び出したパブ リ ッ ク  
ワークフロー （WLIS_SupplierPOPublic） は、 次のタスクに進みます。

3-79 ページの 「Call WLIS_SupplierOne PO private workflow」 を参照し
て ください。

Studio で実行可能なデータ統合アクシ ョ ンの詳細については、 3-88 ペー
ジの 「Data Integration」 を参照して ください。

Application Integration と  Data 
Integration

この節では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� はじめに

� Application Integration

� Data Integration
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はじめに

PO ビジネス  プロセスのワークフローと  WLIS_BuyerQPAPrivate ワークフロー
は、 WebLogic Integration の BPM 機能を、 WebLogic Integration の Application 
Integration と  Data Integration の機能と統合します。

バイヤサイ ドのプロセスでは、 アプ リ ケーシ ョ ン統合フレームワークを使用し、
PO 確認書に基づいてエンタープライズ情報システム （EIS） を更新します。 次
に、 このワークフローは、 PO 確認情報を  POAcknowledgement.xml ファ イルに
書き込みます。

サプライヤサイ ドのプロセスでは、 データ統合フレームワークを使用し、 XML 
データをバイナ リ  データに、 またはバイナリ  データを  XML データに変換しま
す。

Application Integration

WLIS_BuyerQPAPrivate および WLIS_BuyerPOPrivate ワークフローは、
WebLogic Integration で提供される  Application Integration の機能と、 ワークフ
ローとアプ リ ケーシ ョ ン統合サービス間の会話の最も重要な部分を示します。
3-31 ページの 「バイヤの QPA プラ イベート  ワークフロー」 と 3-66 ページの
「バイヤの PO プラ イベート  ワークフロー」 を参照して ください。

企業は、 元のアプ リ ケーシ ョ ン コードやデータ構造を変更するこ とな く、 アプ
リ ケーシ ョ ン間でデータ とビジネス  プロセスを共有できるよ うにするエンター
プライズ アプリ ケーシ ョ ン統合 （EAI） ソ リ ューシ ョ ンを必要と しています。
WebLogic Integration は、 アダプタを使用するこ とで、 エンタープラ イズ間の統
合をサポートするアプ リ ケーシ ョ ン統合フレームワークを提供します。

アダプタは、 アプ リ ケーシ ョ ンがエンタープライズ データにプログラム的にア
クセスするために使用できるインタフェースを提供します。 たとえば、 アダプタ
は Java ク ラスを使用してエンタープライズ データを表した り、 アプ リ ケーシ ョ
ンがデータにアクセスするために呼び出せる メ ソ ッ ドを提供した りできます。 ア
プ リ ケーシ ョ ンがアクセス  メ ソ ッ ドを呼び出すと、 アダプタはそのメ ソ ッ ドを
実行してエンタープラ イズ データを検索します。 WebLogic Integration で提供さ
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れる  Application Integration の機能は、 J2EE Connector Architecture (JCA) に基づ
いています。 WebLogic Integration で利用可能なアプ リ ケーシ ョ ン統合ツールは、
J2EE 標準に完全準拠している以外にも、 以下の重要な機能を提供します。

� WebLogic Integration は双方向の通信をサポート しているので、 Java プログ
ラムは EIS で提供されるサービスを呼び出した り、 EIS によって生成された
イベン トに応答した りする こ とができます。

� WebLogic Integration は、 XML ベースの高レベル アプリ ケーシ ョ ン ビュー
を提供します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 JCA 準拠の EIS アダプタに介
したビジネス  サービスの抽象です。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 Java プロ
グラムと  EIS 間のイベン ト / サービス  インタフェースの定義で使用します。
WebLogic Integration Studio では、 EIS をワークフローに加える場合に使用
します。

WebLogic Integration 環境の Application Integration の詳細については、
『Application Integration 入門』 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義する場合、 WebLogic Integration と  EIS アプ リ
ケーシ ョ ン間の XML ベースのインタフェースを作成します。 このサンプルで
は、EIS システムは RDBMS です。サンプルで使用する  Application Integration ア
ダプタは、 WebLogic Integration 製品と一緒にパッケージ化されている  DBMS ア
ダプタです。 このサンプルのアプリ ケーシ ョ ン  ビュー （WLISAppView.sav） は、
DBMS アダプタに基づいて、 WebLogic Integration で定義およびデプロイ されて
います。 WebLogic Integration のインス トール ディ レク ト リの 
\samples\wlis\src\examples\wlis\wlai\WLISAppViewDeployer.java を確
認して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義、 テス ト 、 およびデプロイするには、 Web ベー
スのユーザ インタフェースである  WebLogic Integration Application View Console 
を使用します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定義方法については、 『Application 
Integration ユーザーズ ガイ ド 』 を参照して ください。

また、 Application View Console を使用する と、 このサンプル用に 
WLISAppviewDeployer.java Java プログラムによって作成されたアプ リ ケー
シ ョ ン ビューの詳細を表示できます。 手順は次のとおりです。

1. 既に実行中の場合は、 2-1 ページの 「サンプルの設定と実行」 の説明に従っ

て WebLogic Integration サンプルを実行します。
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2. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� サンプルを起動した Web ページ （http://localhost:7001） 上の [AI] 
リ ンクをク リ ッ ク します。

� [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7..0｜ Application View Console] を選択します。

Application View Console が表示されます。 画面には [Root] フォルダが表示
されます。 このフォルダには、 エンタープライズ用のアプリ ケーシ ョ ン  
ビューを整理したフォルダ リ ス トが含まれています。 このウ ィ ンド ウのフォ
ルダの 1 つが WLISAppView で、 このサンプルのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを
格納しています。

3. WLISAppView をク リ ッ ク して、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューのリ ス ト をウ ィン
ド ウに表示します。 この リ ス トには、 サンプル アプリ ケーシ ョ ン用に定義さ
れているアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー （sav） が含まれています。 ステータスが 
Deployed になっているこ とに注目して ください。

4. sav をダブルク リ ッ ク して、 次の図に示す WLISAppView.sav アプリ ケー
シ ョ ン ビューの詳細を表示します。
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図 3-26   WebLogic IntegrationApplication View Console

WLISAppView.sav アプリ ケーシ ョ ン ビューには、 以下のサービスおよびイベン
トが含まれています。

サービス getContact
updatePOData
insertPOData
getPOData
getAddress
getSupplier
insertLine
getLineData

イベン ト insertPOEvent
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Application View Console の以下のリ ンクをク リ ッ クする と、 サービスまたはイ
ベン トの詳細が表示されます。

� View Summary － SQL 式が表示されます。

� View Request Schema －要求データの XML スキーマが表示されます。

� View Response Schema －応答データの XML スキーマが表示されます。

Data Integration

WLIS_SupplierOnePOPrivate および WLIS_SupplierTwoPOPrivate ワークフ
ローは、 WebLogic Integration で提供される  Data Integration の機能の最も重要な
部分を示します。 この機能は、 XML からバイナ リ形式への変換、 またはバイナ
リ形式から  XML への変換で使用されます。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンの場
合、 以下の変換が実行されます。

� PO XML データがバイナリ  データに変換されます。

� PO 確認バイナリ  データが XML に変換されます。

これらの変換については、 3-81 ページの 「サプライヤの PO プラ イベート  ワー
クフロー」 を参照して ください。

データ統合をサポートするために、 Studio では以下の Data Integration プラグイ
ンのアクシ ョ ンを利用できます。

� Translate Binary to XML

� Translate XML to Binary

Studio を使用してタスク  ノードでデータ変換を実行するには、 次の手順に従い
ます。

1. ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

2. [ アクシ ョ ン ] ペインで、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイ
アログ ボッ クスを表示します。

3. [統合アクシ ョ ン｜データ統合 ] を選択します。
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4. 以下のアクシ ョ ンからいずれか 1 つを選択します。

� Translate Binary to XML

[Binary to XML] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

� Translate XML to Binary

[XML to Binary] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5. [Binary to XML] （または [XML to Binary]） ダイアログ ボッ クスで、
WebLogic Integration リポジ ト リ を参照して利用可能なマップを選択します。

次の図は、 3-81 ページの 「サプライヤの PO プライベート  ワークフロー」 で
説明した  WLIS_SupplierTwoPOPrivate ワークフロー テンプレー トで最後
のタスク  ノード （Get PO Ack and transform into XML） に対応する  [Binary 
to XML] ダイアログ  ボッ ク スを示しています。

図 3-27   [Binary to XML] ダイアログ ボックス

上の図の以下の点に注目してください。

� POAck ([ メ ッセージ形式 ] 領域の [名前 ] フ ィールドの値 ) は、POAck.mfl 変換
マップを表します。
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� 入力および出力変数の設定では、 POAckBinary 変数のバイナリ  データが変
換されて、 POAck_XML 変数に書き込まれるこ とを指定しています。

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンの場合、 2 つの変換マップ （PO.mfl と  
POAck.mfl） が Format Builder 設計ツールで作成され、 WebLogic Integration リ
ポジ ト リに保存されています。 workflow.jar  パッケージに格納されているマッ
プは、 サンプルのセッ ト アップおよびコンフ ィグレーシ ョ ン時にインポート され
ます。

このサンプルの変換マップを表示するには、 Format Builder ツールを起動しま
す。 次の節を参照して ください。

Format Builder の起動

Format Builder を起動するには、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行
します。

� Windows:

� メニューから  Format Builder を起動する場合

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Format Builder] を選択します。

� コマンド  ラインから  Format Builder を起動する場合

a. コマンド  ウ ィ ン ドウを開きます。

b. setenv スク リプ ト を実行して、 WebLogic Integration 環境変数を設定しま
す。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レク ト
リ を表します。

c. WebLogic Integration のインス トール ディ レク ト リの bin ディ レク ト リに
移動して、 fb コマンドを実行します。 たとえば、 WebLogic Integration を
デフォル トのディ レ ク ト リにインス トールした場合、 次のコマンド  シー
ケンスを入力します。

cd WLI_HOME\bin
fb.cmd
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� UNIX:

a. setenv スク リプ ト を実行して、 WebLogic Integration 環境変数を設定しま
す。

cd WLI_HOME
setenv

WLI_HOME は WebLogic Integration がインス トールされているディ レ ク ト
リ を表します。

b. サンプル ド メ インの bin ディ レ ク ト リに移動します。

たとえば、 次を入力します。

  cd WLI_HOME\bin

BEA_Home は、 BEA 製品のデフォル トのインス トール先ディ レ ク ト リ を
表します。

c. 次のよ うに入力して  Format Builder を起動します。

. ./fb

サンプルの変換マップの表示

このサンプルの変換マップを表示するには、 次の手順に従います。

� Format Builder のメニュー オプシ ョ ンから、 [File｜ Open] を選択します。

システム上のファ イルを参照するためのダイアログ  ボッ クスが表示されま
す。

� WebLogic Platform のインス トール ディ レク ト リの次のディ レ ク ト リ を選択
します。

SAMPLE_HOME\integration\samples\wlis\lib\xt

上の行の SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レ ク ト リで
す。

� 以下のマップ ファ イルを選択します。

� PO.mfl

� POAck.mfl
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Format Builder 設計ツールを使用して変換マップを作成およびテス トする方法に
ついては、 『WebLogic Integration データ変換』 を参照して ください。 次の図は、
Format Builder で定義中の PO.mfl 変換マップを示しています。

図 3-28   Format Builder 内の PO マップ
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A DTD

WebLogic Integration サンプルで使用する  XML データの DTD は、 WebLogic 
Integration のインス トール ディ レ ク ト リの次のディ レク ト リにあ り ます。

\samples\wlis\lib\dtds

比較しやすいよ うに、 この付録にま とめて記載してあ り ます。 内容は以下のとお
りです。

� 共通の DTD

� QPA の DTD

� PO の DTD

共通の DTD

リス ト  A-1   common.dtd

<!-- Some common definition used by the DTD -->

<!ENTITY % ADDRESS "Address">
<!ELEMENT Address (Street1, Street2?, Street3?, City, State, 
ZipCode)>
<!ELEMENT Street1 (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Street2 (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Street3 (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT City    (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT State   (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ZipCode (#PCDATA)>    <!-- String -->

<!ENTITY % CONTACT "Contact">
<!ELEMENT Contact (ContactName, ContactPhone, ContactEmail?,
                    ContactFax?, ContactAddress)>
<!ELEMENT ContactName    (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ContactPhone   (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ContactPhone   (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ContactEmail   (#PCDATA)>    <!-- String -->
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<!ELEMENT ContactFax     (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ContactAddress (%ADDRESS;)>

QPA の DTD

リスト  A-2   QPARequest.dtd

<!ELEMENT QPARequest (QPARequestId, CreationDate, Availability+)>
    <!ELEMENT QPARequestId (#PCDATA)>  <!-- String -->
    <!ELEMENT CreationDate (#PCDATA)>  <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
    <!ELEMENT Availability (PartId, Quantity, Price, RequiredDate,

Location*, Note?)>

        <!ELEMENT PartId       (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT Quantity     (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
        <!ELEMENT UnitPrice        (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
        <!ELEMENT RequiredDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp
(CCYYMMDD) -->
        <!ELEMENT Location     (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT Note         (#PCDATA)>    <!-- String -->

リスト  A-3   QPAResponse.dtd

<!ELEMENT QPAResponse (QPAResponseId, ResponseDate, QPARequestId,
CreationDate, SupplierName, Availability+)>
<!ELEMENT QPAResponseId (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ResponseDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT QPARequestId (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT CreationDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT SupplierName (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Availability (PartId, Quantity, Price, AvailableDate,
                            Location*, Note?)>

        <!ELEMENT PartId        (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT Quantity      (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
        <!ELEMENT UnitPrice         (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
        <!ELEMENT AvailableDate (#PCDATA)>    
                                <!-- DateStamp(CCYYMMDD) -->
        <!ELEMENT Location      (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT Note          (#PCDATA)>    <!-- String -->
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リス ト  A-4   Aggregated QPAResponse.dtd

<!ELEMENT AggregatedQPAResponse (QPARequestId, CreationDate, 
QPAResponse+>
<!ELEMENT QPAResponse (QPAResponseId, ResponseDate, SupplierName, 
Availability+)>
<!ELEMENT QPARequestId (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT CreationDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT QPAResponseId (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT ResponseDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT SupplierName (#PCDATA)>    <!-- String -->

<!ELEMENT Availability (PartId, Quantity, UnitPrice, AvailableDate, 
Location*, Note?)>
<!ELEMENT PartId        (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Quantity      (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
<!ELEMENT UnitPrice         (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
<!ELEMENT AvailableDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT Location      (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Note          (#PCDATA)>    <!-- String -->
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PO の DTD

リスト  A-5   PORequest.dtd

<!ELEMENT PORequest (SupplierName, QPAResponseId, QPARequestId, 
POItems+)>
<!ELEMENT PORequest    (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT SupplierName (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT QPAResponseId (#PCDATA)>   <!-- String -->
<!ELEMENT QPARequestId (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT POItems (PartId, Quantity, UnitPrice, DeliveryDate, 
Location*, Note?)>
<!ELEMENT PartId       (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Quantity     (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
<!ELEMENT UnitPrice    (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
<!ELEMENT DeliveryDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
<!ELEMENT Location     (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT Note         (#PCDATA)>    <!-- String -->

リスト  A-6   PO.dtd

<!ELEMENT PurchaseOrder (PONumber, Status, CreationDate,
SupplierInformation, BuyerContact?, ShippingInformation?,
FinanceInformation?, LineItem+, TotalAmount?)>

    <!ELEMENT PONumber     (#PCDATA)>       <!-- String -->
    <!ELEMENT Status       (#PCDATA)>       <!-- String -->
    <!ELEMENT CreationDate (#PCDATA)>  <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->
    <!ELEMENT BuyerContact (%CONTACT;)>     <!-- Entity: CONTACT -->

<!ELEMENT ShippingInformation (ShipToAddress?,
                            ShippingProvider, ShipmentNote?)>
     <!ELEMENT ShipToAddress    (%ADDRESS;)>  <!-- Entity:ADDRESS --> 
    <!ELEMENT ShippingProvider (#PCDATA)>       <!-- String -->
    <!ELEMENT ShipmentNote     (#PCDATA)>       <!-- String -->

<!ELEMENT FinanceInformation (FinanceTerm, TaxInformation?, 
FinanceNote?)> 

     <!ELEMENT FinanceTerm    (#PCDATA)>    <!-- String -->
     <!ELEMENT TaxInformation (#PCDATA)>    <!-- String -->
     <!ELEMENT FinanceNote    (#PCDATA)>    <!-- String -->

<!ELEMENT SupplierInformation(SupplierName, SupplierContact?,
                                    BillingToInformation?)> 

     <!ELEMENT SupplierName    (#PCDATA)>
     <!ELEMENT SupplierContact (%CONTACT)>
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     <!ELEMENT BillingToInformation (BillToAddress, AccountId)>
        <!ELEMENT BillToAddress (%ADDRESS;)>  <!-- Entity:ADDRESS -->
      <!ELEMENT AccountID     (#PCDATA)>      <!-- String -->

<!ELEMENT LineItem (LineNumber, PartId, PartDescription?, Quantity,
UnitPrice, DeliveryDate,  Note?)>

        <!ELEMENT LineNumber      (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT PartId          (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT PartDescription (#PCDATA)>    <!-- String -->
        <!ELEMENT Quantity        (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
        <!ELEMENT UnitPrice           (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
        <!ELEMENT DeliveryDate    (#PCDATA)>    <!-- DateStamp 
(CCYYMMDD) -->
        <!ELEMENT Note            (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT TotalAmount            (#PCDATA)>    <!-- Float -->

リス ト  A-7   POAcknowledgement.dtd

<!ELEMENT PurchaseOrderAcknowledgement (PONumber, POCreationDate,
SONumber, SOCreationDate, SupplierInformation,
ShippingInformation?, FinanceInformation?, LineItem+,
TotalAmount?)>

  <!ELEMENT PONumber     (#PCDATA)>    <!-- String -->
  <!ELEMENT POCreationDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) 
-->
  <!ELEMENT SONumber     (#PCDATA)>    <!-- String -->
  <!ELEMENT SOCreationDate (#PCDATA)>    <!-- DateStamp (CCYYMMDD) 
-->
<!ELEMENT SupplierInformation(SupplierName, SupplierContact?,  
BillingToInformation?)> 
    <!ELEMENT SupplierName    (#PCDATA)>
    <!ELEMENT SupplierContact (%CONTACT)>
    <!ELEMENT BillingToInformation (BillToAddress, AccountId)>
    <!ELEMENT BillToAddress (%ADDRESS;)> <!-- Entity: ADDRESS -->
    <!ELEMENT AccountID     (#PCDATA)> <!-- String -->

<!ELEMENT ShippingInformation (ShipToAddress?, ShippingProvider, 
TrackingId, ShipmentNote?)>
    <!ELEMENT ShipToAddress    (%ADDRESS;)>  <!-- Entity: ADDRESS --> 
    <!ELEMENT ShippingProvider (#PCDATA)>       <!-- String -->
    <!ELEMENT TrackingId       (#PCDATA)>       <!-- String -->
    <!ELEMENT ShipmentNote     (#PCDATA)>       <!-- String -->
<!ELEMENT FinanceInformation (FinanceTerm,
TaxInformation?,FinanceNote?)> 
    <!ELEMENT FinanceTerm    (#PCDATA)>    <!-- String -->
    <!ELEMENT TaxInformation (#PCDATA)>    <!-- String -->
    <!ELEMENT FinanceNote    (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT LineItem (LineNumber, PartId, PartDescription?, Quantity,
UnitPrice, DeliveryDate,  Note?)>
    <!ELEMENT LineNumber      (#PCDATA)>    <!-- String -->
    <!ELEMENT PartId          (#PCDATA)>    <!-- String -->
WebLogic Integration チュート リアル A-5



A DTD
    <!ELEMENT PartDescription (#PCDATA)>    <!-- String -->
    <!ELEMENT Quantity        (#PCDATA)>    <!-- Long  -->
    <!ELEMENT UnitPrice       (#PCDATA)>    <!-- Float  -->
    <!ELEMENT DeliveryDate  (#PCDATA)> <!-- DateStamp (CCYYMMDD) -->

<!ELEMENT Note            (#PCDATA)>    <!-- String -->
<!ELEMENT TotalAmount            (#PCDATA)>    <!-- Float -->
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